
は
じ
め
に

若
狭
国
名
田
荘
は
、
京
よ
り
周
山
街
道
を
北
上
し
丹
波
国
を
経
て
若
狭
に
入
っ

た
ま
さ
に
国
境
の
山
間
部
に
位
置
す
る
荘
園
で
あ
る
。
同
荘
に
つ
い
て
は
、
つ
と

に
清
水
三
男
氏
に
よ
り
そ
の
成
立
・
伝
領
や
村
落
構
造
に
つ
い
て
そ
の
概
観
が
示

さ
れ
（
１
）
、
次
い
で
名
の
構
造
を
分
析
し
た
渡
辺
澄
夫
氏
に
よ
り
山
間
部
に
成
立
し
た

均
等
名
荘
園
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
２
）
。
ま
た
近
年
で
は
、
白
水
智
氏
が
山
間

部
の
村
落
の
生
産
・
流
通
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
中
で
名
田
荘
を
大
き

く
取
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
同
荘
の
生
産
構
造
が
明
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
３
）
。

東
京
大
学
・
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
演
習
「
中
世
古
文
書
論
」（
担
当

教
員＝

保
立
道
久
）
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
の
研
究
史
料
と
し
て
名
田
荘
関
係
文

書
を
取
り
上
げ
順
次
そ
の
読
解
を
進
め
て
き
た
。
筆
者
も
碩
学
綺
羅
の
如
き
そ
の

講
演
の
末
座
に
侍
し
て
関
係
文
書
の
目
録
を
作
成
し
た
の
で
、
は
な
は
だ
蕪
雑
な

も
の
で
は
あ
る
が
こ
こ
に
そ
の
稿
本
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
名
田
荘
関
係
文
書
の
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、

目
録
の
解
説
に
か
え
る
こ
と
と
す
る
。

名
田
荘
の
関
係
文
書
は
、
三
つ
の
大
き
な
文
書
群
と
し
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
各
文
書
群
の
形
成
は
名
田
荘
そ
れ
自
体
の
伝
領
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
�
徳
禅
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
か
つ
て
は
所
蔵
さ
れ
て
い
た

文
書
か
ら
な
る
公
義
の
「
大
徳
寺
文
書
」
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
�
名
田
荘
の

う
ち
須
恵
野
村
を
相
伝
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
に
残
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
さ
ら
に

う
え
む
ら

�
上
村
を
相
伝
し
た
陰
陽
道
の
土
御
門
家
及
び
そ
の
家
司
若
杉
家
に
伝
え
ら
れ
た

文
書
群
が
あ
る
。
名
田
荘
関
係
文
書
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
文
書
群
を
中
心
と
し
て
、

さ
ら
に
一
時
的
に
名
田
荘
内
の
所
職
を
領
有
し
た
領
主
の
も
と
に
残
さ
れ
た
文
書

と
若
狭
国
の
在
地
に
残
さ
れ
た
文
書
の
総
体
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
名
田
荘
の
伝
領
関
係
を
整
理
し
な
が
ら
名
田
荘
関
係
文
書
群
が
如

何
に
し
て
形
成
さ
れ
、
今
日
に
伝
来
し
た
の
か
を
探
り
つ
つ
、
文
書
目
録
を
示
す

こ
と
と
し
た
い
。

名
田
荘
の
伝
領
と
関
係
文
書
群
の
形
成

―
付
�
名
田
荘
関
係
文
書
目
録
（
稿
）
―

杉

山

巖

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
号

二
〇
〇
六
年
三
月
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そ
れ
で
は
ま
ず
、
惣
荘
の
伝
領
関
係
を
追
い
な
が
ら
、「
大
徳
寺
文
書
」
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
名
田
荘
関
係
文
書
群
が
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
章

を
改
め
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
清
水
三
男
「
若
狭
国
名
田
荘
」（
同
『
日
本
中
世
の
村
落
』、
日
本
評
論
社
、

一
九
四
二
年
。
の
ち
に
『
清
水
三
男
著
作
集
』
第
二
巻
、
校
倉
書
房
、
一
九

七
四
年
に
再
録
）。

（
２
）
渡
辺
澄
夫
「
徳
禅
寺
領
若
狭
国
名
田
庄
」（
同
『
増
訂

畿
内
庄
園
の
基
礎

構
造
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）。

（
３
）
名
田
荘
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
、
同
「
あ
る
山
間
荘
園
の
生
業
と
外
部

交
流
―
若
狭
国
名
田
荘
の
場
合
―
」（『
民
衆
史
研
究
』
三
九
、
一
九
九
〇

年
）
が
あ
り
、
ま
た
近
著
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
―
山
村
の
語
る
歴
史
世
界

―
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
も
名
田
荘
の
生
産

・
流
通
構
造
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

一

惣
荘
の
伝
領
と
「
大
徳
寺
文
書
」

名
田
荘
関
係
文
書
を
今
日
最
も
多
く
伝
え
て
い
る
文
書
群
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大

徳
寺
文
書
」
で
あ
る
。
す
で
に
保
立
道
久
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
義
の

「
大
徳
寺
文
書
」
と
い
う
呼
称
は
、
現
在
大
徳
寺
の
本
坊
に
伝
わ
っ
て
い
る
文
書

群
―
狭
義
の
大
徳
寺
文
書
―
と
諸
塔
頭
に
伝
来
し
た
文
書
の
総
体
を
指
す
呼
称
で

あ
る
（
１
）
が
、
そ
の
う
ち
名
田
荘
関
係
文
書
を
含
む
も
の
は
次
の
三
件
で
あ
る
。

�
大
徳
寺
本
坊
文
書

�
真
珠
庵
文
書

�
徳
禅
寺
襖
裏
文
書

こ
れ
ら
の
う
ち
�
は
現
在
大
徳
寺
の
本
坊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
群
で
あ
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
に
当
時
の
内
閣
臨
時

修
史
局
が
は
じ
め
て
そ
の
所
蔵
史
料
を
採
訪
し
て
以
来
数
次
に
わ
た
る
調
査
を
行

い
、
そ
の
成
果
は
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
七
』
大
徳
寺
文
書
之
一
〜
十

四
（
一
九
四
三
〜
八
五
年
）
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
編
纂
外

の
文
書
を
加
え
た
四
千
二
百
六
十
七
通
と
文
書
袋
・
文
書
箱
が
二
〇
〇
五
年
三
月

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
２
）
。

そ
れ
で
は
、
現
在
�
大
徳
寺
本
坊
文
書
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
名
田
荘
関
係
文

書
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
手
掛
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
の
が
、
同
じ
く
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
影
写
本
『
徳
禅

寺
文
書
』（
全
四
冊
（
３
）
）
で
あ
る
。
影
写
本
『
徳
禅
寺
文
書
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

正
伝
庵
法
度
置
文
・
徳
禅
寺
住
持
行
事
・
徳
禅
寺
法
度
を
収
め
る
第
四
冊
を
除
き
、

文
書
を
載
録
す
る
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
は
い
ず
れ
も
一
八
八
七
年
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
細
目
は
、
本
稿
末
尾
の
【
別
表
】「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
（
影
写
本
）『
徳
禅
寺
文
書
』（
全
四
冊
）
所
収
文
書
目
録
」
と
し
て
掲
げ
て

お
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
大
徳
寺

の
本
坊
文
書
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
文
書
の
一
部
（
二
一
三
点
）
は
少
な
く
と
も

こ
の
影
写
本
が
作
成
さ
れ
た
一
八
八
七
年
ま
で
は
徳
禅
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
一
五
四
点
の
名
田
荘
関
係
文
書
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ

ち
、
今
日
本
坊
文
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
名
田
荘
関
係
文
書
の
多
く
は
、
本

来
徳
禅
寺
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
り
、
影
写
本
『
徳
禅
寺
文
書
』
が
作
成
さ
れ

た
一
八
八
七
年
以
後
、
前
掲
・
大
日
本
古
文
書
の
刊
行
の
前
提
と
な
る
調
査
が
相

田
二
郎
氏
に
よ
り
な
さ
れ
た
一
九
四
〇
年
（
４
）
以
前
に
本
坊
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
�
真
珠
庵
文
書
は
、
現
在
大
徳
寺
の
塔
頭
真
珠
庵
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

文
書
で
、『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
七

大
徳
寺
文
書
』
別
集
と
し
て
翻
刻

さ
れ
つ
つ
あ
る
（
既
刊
六
冊
）。
真
珠
庵
は
永
享
年
間
（
一
四
二
九
―
四
一
）
に

一
休
宗
純
を
開
祖
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
５
）

。
真
珠
庵
文
書
と
し
て
現
在
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に
伝
え
ら
れ
て
い
る
名
田
荘
関
係
文
書
群
に
つ
い
て
も
、
先
に
述
べ
た
本
坊
文
書

と
同
様
、
本
来
は
徳
禅
寺
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
�
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
徳
禅
寺

方
丈
の
襖
絵
の
修
理
が
な
さ
れ
た
際
、
そ
の
下
張
り
か
ら
見
出
さ
れ
た
文
書
群
で

あ
り
（
６
）
、
昨
年
度
か
ら
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
原
本
と
写
真
帳
に
つ
い
て

改
め
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
徳
禅
寺
は
、
大
徳
寺
第
二
世
の
徹
翁
義
亨
（
一

二
九
五
―
一
三
六
九
）
の
塔
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
方
丈
は
慶

長
年
間
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
襖
裏
よ
り
見
出
さ
れ
た
文
書
の
下
限
は
慶

長
年
間
で
あ
り
、
一
方
こ
の
襖
絵
は
狩
野
探
幽
の
作
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
制
作

年
代
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
よ
り
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
間
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
襖
を
製
作
す
る
際
に
廃
棄
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
（
７
）
。
こ
の
文
書
群
に
含
ま
れ
る
名
田
荘
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
史

編
纂
の
過
程
で
写
真
版
に
も
と
づ
く
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
白
水
智
氏
に

よ
り
公
に
さ
れ
て
い
る
（
８
）
が
、
今
日
の
研
究
段
階
か
ら
再
検
討
す
べ
き
個
所
も
残
さ

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
日
広
義
の
「
大
徳
寺
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
�
〜

�
の
文
書
群
は
、
本
来
的
に
は
徳
禅
寺
に
伝
来
し
た
文
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
徳
禅
寺
に
名
田
荘
関
係
文
書
が
多
く
伝
え
ら
れ
た
の
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
名
田
荘
惣
荘
の
伝
領
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
限
ら

れ
た
紙
幅
の
な
か
で
平
安
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
い
た
る
複
雑
な
相
伝
の
経
過
を

詳
述
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
文
書
の
伝
来
を
考
え
る
上
で
避
け
ら
れ
な
い

問
題
で
あ
る
か
ら
そ
の
概
観
を
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

徳
禅
寺
文
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
名
田
荘
関
係
文
書
の
性
格
は
、
大
き
く
次
の

四
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、（
ａ
）
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
に
残
さ

れ
た
平
安
期
の
文
書
を
中
核
と
す
る
形
成
期
の
名
田
郷
に
か
か
わ
る
文
書
群
、
い

ま
一
つ
は
、（
ｂ
）
鎌
倉
後
期
よ
り
南
北
朝
期
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
相
論
の
過

程
で
作
成
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
文
書
群
、
さ
ら
に
（
ｃ
）
惣
荘
の
中
核
部
分
を
覚

円
（
花
山
院
兼
信
）
よ
り
寄
進
さ
れ
た
徳
禅
寺
の
徹
翁
義
亨
が
一
方
で
相
論
を
展

開
し
つ
つ
別
相
伝
と
な
っ
て
い
た
所
職
を
集
積
し
て
い
く
動
き
の
中
で
伝
来
し
た

文
書
、（
ｄ
）
戦
国
期
、
若
狭
武
田
氏
や
そ
の
家
臣
と
徳
禅
寺
と
の
交
渉
を
示
す

文
書
群
で
あ
る
。

以
下
、
名
田
荘
の
形
成
と
伝
領
の
経
緯
を
概
観
し
つ
つ
、
文
書
群
（
ａ
）
〜

（
ｄ
）
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

名
田
荘
は
、
平
清
盛
の
腹
心
の
家
人
平
盛
信
に
寄
進
さ
れ
た
名
田
郷
を
基
盤
と

し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
山
間
部
の
野
を
開
発
し
つ
つ
一
一
六
〇
年
頃
に
成
立

し
た
所
領
で
あ
る
（
９
）
。
盛
信
は
そ
の
後
摂
津
守
に
補
任
さ
れ
て
同
国
内
に
基
盤
を
移

し
、
名
田
郷
は
藤
原
説
子
の
所
領
摂
津
国
野
間
荘
と
相
博
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
１０
）
。

（
ａ
）
は
こ
の
相
博
に
と
も
な
い
集
積
さ
れ
た
文
書
群
と
考
え
ら
れ
、
徳
禅
寺
襖

裏
文
書
中
の
永
暦
二
年
三
月
六
日
「
若
狭
国
留
守
所
下
文
」
以
下
五
通
の
文
書
は

手
継
証
文
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
紙
継
目
に
は
「
盛
」
字
の
草
体
を
記
号
化
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
裏
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
相
博
に
先
立
ち
、
平
盛
信
が
手

継
証
文
を
作
成
し
、
相
博
状
と
と
も
に
藤
原
説
子
に
渡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
盛

信
よ
り
名
田
郷
を
継
承
し
た
説
子
は
、
摂
津
国
豊
島
を
本
拠
と
し
た
武
士
源
親
弘

の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
鳥
羽
院
の
近
臣
藤
原
家
成
の
弟
保
説
の
養
女
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
宮
廷
社
会
で
活
動
し
、
二
条
・
六
条
・
高
倉
の
三
代
に
わ
た
っ
て
内
侍
と

し
て
仕
え
た
女
性
で
あ
り
、
そ
の
所
領
と
な
っ
た
名
田
郷
が
蓮
華
王
院
領
と
し
て

立
荘
さ
れ
た
の
は
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
か
ら
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
の

こ
と
と
推
定
さ
れ
る
（
１１
）
。

藤
原
説
子
の
寄
進
に
よ
り
蓮
華
王
院
を
本
家
と
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
名
田
荘
は
、
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【
徳
大
寺
】 

公
能 
実
定 

公
継 

実
基 

公
孝 

実
家 
公
国 

女（
藤
原
氏
女
） 

公
明 

（
公
直
） 

実
忠 

公
斉 

公
員 

実
綱 

季
綱 

実
江 

○ 

女（
別
当
典
侍
） 

公
惟 

心
賀 

亀
山 

女 

高
辻
宮 

実
盛 
女（
権
大
納
言
典
侍
、大
納
言
三
位
局
） 

公
泰 

兼
信 

【
三
条
】 

師
信 
師
賢 

【
花
山
院
】 

女（
生
仏
） 

公
雅 

実
古 公

野（
成
観
） 

【
松
殿
】 

女（
覚
忍
） 

【
藤
原
】 

基
房 

家
保 

家
成 

女（
八
条
院
西
御
方
） 

保
説 

説
子（
伊
予
内
侍
） 

親
治（
宇
野
） 

親
満（
豊
島
） 

親
弘 

基
親 

【
源
】 

そ
の
後
説
子
の
娘
（
八
条
院
の
女
房
西
御
方
）
を
経
て
そ
の
息
藤
原
実
忠
へ
と
伝

え
ら
れ
た
（【
系
図
】
参
照
）。
し
か
し
、
須
恵
野
村
・
井
上
村
に
つ
い
て
は
、
実

忠
の
姉
妹
で
あ
る
生
仏
に
譲
ら
れ
（
１２
）
、
別
相
伝
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
う
ち

須
恵
野
村
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
。

実
忠
に
譲
ら
れ
た
名
田
の
中
核
部
分
は
、
上
村
・
坂
本
村
・
下
村
・
田
村
・
中

村
・
知
見
村
・
三
重
村
で
あ
っ
た
が
、
実
忠
は
建
治
三
年
（
一
二
五
一
）
八
月
こ

れ
ら
の
所
領
を
外
孫
三
条
実
盛
に
譲
与
し
た
（
１３
）
。
し
か
し
、
文
永
四
年
（
一
二
六

七
）
十
二
月
廿
六
日
に
至
り
、
実
忠
は
こ
の
う
ち
知
見
村
を
孫
娘
の
別
当
典
侍
に

改
め
て
譲
り
、
知
見
村
に
対
し
て
以
後
は
干
渉
し
な
い
旨
の
証
判
を
三
条
実
盛
と

そ
の
母
よ
り
と
っ
て
い
る
（
１４
）
。
別
当
典
侍
は
知
見
村
を
従
兄
弟
に
当
る
藤
原
公
員
に

譲
っ
た
も
の
の
、
公
員
が
先
に
死
去
し
た
た
の
で
改
め
て
公
員
の
息
季
綱
に
譲
り

与
え
た
（
１５
）
。
こ
こ
に
、
知
見
村
の
帰
属
を
め
ぐ
る
相
論
が
展
開
さ
れ
る
原
因
が
形
成

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
知
見
村
を
譲
ら
れ
た
別
当
典
侍
そ
の
所
職
を
継
承
し
た
大

炊
御
門
実
綱
・
季
綱
の
流
れ
は
、
知
見
村
は
惣
荘
に
は
属
さ
な
い
別
相
伝
で
あ
る

と
主
張
し
、
一
方
三
条
実
盛
の
所
職
を
継
承
し
た
そ
の
娘
権
大
納
言
典
侍
・
花
山

院
兼
信
ら
は
知
見
村
も
惣
荘
の
内
と
し
て
権
利
を
主
張
し
た
。
鎌
倉
か
ら
南
北
朝

期
の
相
論
関
係
文
書
群
（
ｂ
）
の
一
部
は
、
こ
の
両
者
の
相
論
の
過
程
で
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
相
論
を
生
ず
る
契
機
と
し
て
、
所
領
の
売
買
や
質
入
な
ど
の
経
済
活
動

が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
側
面
で
あ
る
。
名
田
荘
に
つ
い
て
、
売
買
に
よ
り
相

論
を
生
じ
た
比
較
的
早
い
事
例
と
し
て
、
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
永

仁
五
年
閏
十
月
に
出
さ
れ
た
「
関
東
下
知
状
」
が
あ
る
。
三
条
実
盛
家
の
雑
掌
康

綱
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
三
条
実
盛
は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
四
月
、
直
銭
千
貫

で
名
田
荘
田
村
を
塩
谷
盛
朝
に
売
却
し
た
。
し
か
し
、
盛
朝
は
関
東
御
家
人
で
あ

【系図】名田荘伝領関係系図
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り
、
本
所
領
を
知
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
六
年
「
京
都
住
人
藤
原

氏
」
に
田
村
を
売
却
し
た
と
み
せ
て
知
行
権
は
掌
握
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て

「
沽
却
の
地
に
お
い
て
は
本
主
に
付
く
べ
き
」
こ
と
を
命
じ
た
い
わ
ゆ
る
永
仁
徳

政
令
の
発
布
を
受
け
て
、
三
条
実
盛
は
田
村
の
知
行
権
を
回
復
す
べ
く
幕
府
に
訴

え
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
盛
朝
は
弘
安
六
年
に
藤
原
氏
に
田
村
を
売
却
し
て
後
は

名
田
荘
に
一
切
干
渉
し
て
い
な
い
旨
を
主
張
し
、
藤
原
氏
は
盛
朝
よ
り
買
得
し
た

田
村
を
後
福
昌
寺
に
寄
進
、
そ
の
後
三
条
実
盛
の
叔
父
公
斉
が
田
村
は
質
流
れ
地

で
あ
る
と
し
て
不
当
に
も
安
堵
の
院
宣
を
賜
っ
た
の
で
自
ら
も
院
に
申
し
入
れ
、

安
堵
の
院
宣
を
受
け
て
い
る
と
主
張
し
た
。
三
条
家
の
訴
え
を
受
け
た
幕
府
は
、

結
果
「
盛
朝
最
初
の
買
主
た
る
に
よ
り
、
関
東
よ
り
本
主
に
沙
汰
し
付
く
べ
き
の

条
異
儀
に
及
ば
ず
」
と
し
て
、
田
村
の
知
行
権
を
三
条
実
盛
に
返
付
す
る
裁
定
を

下
し
て
い
る
。
ま
た
、（
年
未
詳
）
七
月
五
日
「
別
当
典
侍
局
置
文
案
」
に
よ
れ

ば
、
別
当
典
侍
は
知
見
村
に
関
わ
る
文
書
を
「
か
す
か
町
に
候
つ
ち
く
ら
」
に
預

け
置
い
た
と
こ
ろ
、
乳
母
子
守
寛
の
子
で
あ
る
行
寛
に
盗
み
取
ら
れ
た
と
い
う
（
１６
）
。

さ
ら
に
、
三
条
実
盛
は
、
田
村
を
質
物
と
し
て
入
れ
置
い
て
い
た
が
、
本
銭
三
万

疋
を
返
却
し
て
請
け
出
し
権
大
納
言
三
位
局
に
譲
っ
て
い
る
（
１７
）
。
こ
れ
ら
の
事
例
か

ら
は
、
京
都
の
公
家
は
も
と
よ
り
武
家
を
含
む
都
市
貴
族
層
が
貨
幣
経
済
に
否
応

無
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
三
条
実
盛
側
が
永
仁
の
徳
政
令

を
根
拠
に
所
領
の
回
収
を
図
る
な
ど
、
都
市
貴
族
相
互
が
駆
け
引
き
を
繰
り
広
げ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
貴
族
の
経
済
活
動
を
背
景
と
す
る
相
論
、
さ
ら
に
は
鎌
倉
後

期
か
ら
南
北
朝
期
の
相
論
を
経
て
、（
ｂ
）
の
文
書
群
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
名
田
荘
関
係
文
書
が
徳
禅
寺
に
伝
わ
る
も
っ
と
も
直
接
的
な
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
覚
円
（
花
山
院
兼
信
）
が
そ
の
相
伝
の
所
職
を
徳
禅
寺
に
寄
進
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
覚
円
は
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
正
月
廿
三
日
、

名
田
荘
の
う
ち
下
村
・
田
村
の
本
家
職
を
徳
禅
寺
鎮
守
の
春
日
大
明
神
に
、
領
家

職
を
正
伝
庵
に
寄
進
し
た
（
１８
）
。
次
い
で
延
文
四
年
十
二
月
廿
三
日
に
は
、
田
村
・
下

村
な
ら
び
に
同
別
納
を
徳
禅
寺
に
改
め
て
寄
進
し
、
翌
五
年
に
「
当
時
よ
り
御
管

領
あ
り
、
当
来
の
菩
提
を
訪
は
し
め
給
ふ
べ
」
し
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
所
職
は
徳

禅
寺
の
管
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
寄
進
に
よ
り
田
村
・
下
村
の
関
係
文

書
が
徳
禅
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
大
』
一
―
三
六
七
号
延
文

元
年
閏
四
月
日
「
若
狭
名
田
荘
田
村
・
下
村
両
村
文
書
目
録
」
は
こ
の
権
利
の
移

動
に
際
し
て
覚
円
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
田
村
・
下
村
を
覚
円
よ
り
寄
進
さ
れ
た
徳
禅
寺
の
徹
翁
義
亨
は
、
別
相

伝
と
な
っ
て
い
た
所
職
の
回
収
に
動
い
て
い
る
。
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
十
二

月
に
は
井
上
村
を
相
伝
し
て
き
た
藤
原
行
清
が
そ
の
所
領
を
徳
禅
寺
塔
頭
正
伝
庵

に
寄
進
し
、
翌
三
年
十
月
廿
三
日
に
は
「
師
資
の
契
約
有
る
依
」
る
と
し
て
改
め

て
寄
進
状
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
同
日
付
の
売
券
の
存
在
か
ら
銭

五
十
貫
文
で
文
書
と
と
も
に
正
伝
庵
に
買
い
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
（
１９
）
、
義
亨
の
積
極
的
な
所
職
回
収
の
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
知
見
村
に

つ
い
て
も
、
貞
治
三
年
十
二
月
廿
三
日
に
別
当
典
侍
の
所
職
を
女
系
を
通
じ
て
相

伝
し
て
い
た
了
浄
が
徳
禅
寺
に
対
す
る
寄
進
状
を
認
め
て
い
る
（
２０
）
が
、
井
上
村
の
事

情
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
こ
れ
も
同
様
に
徳
禅
寺
が
買
得
し
た
可
能
性
を
考
え
て
も

よ
か
ろ
う
。
井
上
村
・
知
見
村
の
所
職
を
回
収
し
た
義
亨
は
、
同
四
年
十
一
月
廿

九
日
付
け
の
後
光
厳
の
綸
旨
に
よ
り
寄
附
を
認
め
ら
れ
た
（
２１
）
。
こ
の
よ
う
に
、
田
村

・
下
村
を
覚
円
よ
り
寄
進
さ
れ
た
義
亨
は
、
他
の
別
相
伝
の
所
職
を
集
積
す
る
と

と
も
に
邦
省
親
王
家
な
ど
と
の
相
論
を
経
て
、
徳
禅
寺
領
と
し
て
の
名
田
荘
の
支

配
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、（
ｃ
）
の
文
書
群
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
（
ａ
）
〜
（
ｃ
）
の
文
書
群
に
、
戦
国
期
の
若
狭
武
田
氏
と
徳
禅
寺
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の
交
渉
を
示
す
書
状
群
（
ｄ
）
を
加
え
た
も
の
が
、
徳
禅
寺
に
伝
来
し
た
名
田
荘

関
係
文
書
群
の
性
格
で
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
特
質
と
し
て
、
室
町
期
の
文
書
が
数

少
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
徳
禅
寺
の
襖
裏
文
書
の
調
査

が
さ
ら
に
進
め
ば
若
干
の
関
係
史
料
が
さ
ら
に
出
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
徳
禅
寺
領
と
し
て
の
名
田
荘
が
室
町
期
以
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た

の
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
１
）
保
立
道
久
「
だ
い
と
く
じ
も
ん
じ
ょ
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻
、
一
九

八
七
年
）、
同
「
大
徳
寺
文
書
」（『
日
本
歴
史
「
古
文
書
」
総
覧
』
新
人
物

往
来
社
、
一
九
九
二
年
）

（
２
）
重
要
文
化
財
の
指
定
台
帳
と
し
て
、『
大
徳
寺
文
書
目
録
』（
文
化
庁
文
化

財
部
美
術
工
芸
課
、
二
〇
〇
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
度
〜
二
〇

〇
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
２
）「
禅
宗
寺
院
文
書
の

古
文
書
学
的
研
究
―
宗
教
史
と
史
料
論
の
は
ざ
ま
―
」（
課
題
番
号
一
四
二

〇
一
〇
三
一
）
研
究
成
果
報
告
書
の
付
録
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
目
録
の
作
成
過
程
に
よ
り
、
大
日
本
古
文
書
の
翻
刻
に
も
若
干
の
改
む
べ

き
個
所
が
見
出
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
本
稿
の
作
成
過
程
に
お
い
て
補
訂
す
べ

き
個
所
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
請
求
番
号＝

三
〇
七
一
�
六
二
―
八
。

（
４
）
一
九
四
〇
年
の
相
田
二
郎
に
よ
る
大
徳
寺
文
書
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
史
料
蒐
集
復
命
書
』
五
一
冊
（
請
求
番
号＝

〇

一
七
〇
―
一
）。
こ
の
調
査
を
前
提
と
し
て
、
一
九
四
三
年
に
『
大
日
本
古

文
書

家
わ
け
第
十
七
』
大
徳
寺
文
書
之
一
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
５
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
『
龍
宝
山
大
徳
寺
誌
』（
請
求
番
号＝

二
〇
一
五
―
六
〇
〇
、
大
徳
寺
原
蔵
）、
同
『
龍
宝
山
志
』（
請
求
番
号＝

二

〇
一
五
―
六
〇
一
、
大
徳
寺
原
蔵
）。
ま
た
川
上
貢
『
禅
院
の
建
築
』（
河
原

書
店
、
一
九
六
八
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
よ
り
新
訂
版
刊
行
、
二
〇
〇
五

年
）
参
照
。

（
６
）
田
良
島
哲
「
襖
・
屏
風
の
下
張
文
書
―
そ
の
伝
来
と
史
料
的
価
値
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『M

U
SE
U
M

』
四
七
四
、
一
九
九
一
年
）。

（
７
）
注
（
６
）
田
良
島
論
文
二
七
頁
。

（
８
）
中
世
史
部
会
「『
福
井
県
史
』
資
料
編

中
世
史
料

補
遺
」、
白
水
智

「
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
中
の
名
田
荘
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（
と
も
に
『
福
井
県

史
研
究
』
一
〇
、
一
九
九
一
年
）。

（
９
）
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
（
本
目
録
一
―
（
三
）
参
照
）。
ま
た
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
七
』
大
徳
寺
文
書
別
集
真
珠
庵
文
書
之
六
―
八
一
六
号
（
以

下
、『
真
』
六
―
八
一
六
号
の
よ
う
に
略
記
）。
な
お
、
名
田
郷
の
形
成
か
ら

名
田
荘
立
荘
に
至
る
経
緯
と
そ
の
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用

意
し
て
い
る
。

（
１０
）『
大
徳
寺
文
書

家
わ
け
第
十
七
』
大
徳
寺
文
書
之
一
―
三
六
四
号
（
二
）

（
以
下
、『
大
』
一
―
三
六
四
号
（
二
）
の
よ
う
に
略
記
）。

（
１１
）『
真
』
六
―
八
一
九
号
。

（
１２
）『
大
』
一
―
三
四
六
号
（
一
七
）。

（
１３
）『
大
』
一
―
三
四
六
号
（
一
八
）。

（
１４
）『
大
』
一
―
三
五
四
号
（
八
）。

（
１５
）『
大
』
一
―
三
五
四
号
（
九
）。

（
１６
）『
大
』
一
―
三
四
三
号
。

（
１７
）『
大
』
一
―
三
六
四
号
（
一
）
な
ど
。

（
１８
）『
大
』
一
―
三
五
七
号
。
こ
の
文
書
の
日
付
は
大
日
本
古
文
書
以
来
「
十
三

日
」
と
さ
れ
、
前
掲
注
（
２
）『
大
徳
寺
文
書
目
録
』
に
お
い
て
も
同
様
で
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あ
る
が
、
本
目
録
作
成
の
過
程
で
写
真
帳
と
対
照
し
た
と
こ
ろ
「
廿
三
日
」

の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
１９
）『
大
』
一
―
一
五
一
・
一
五
二
・
一
五
三
・
一
六
〇
・
三
八
二
号
。

（
２０
）『
大
』
一
―
三
七
九
号
。

（
２１
）『
大
』
一
―
三
八
三
〜
三
八
六
号
。

二

須
恵
野
村
の
相
伝
と
醍
醐
寺
文
書

次
に
、
須
恵
野
村
の
伝
領
の
経
緯
と
そ
の
関
係
文
書
の
所
在
に
つ
い
て
述
べ
て

お
こ
う
。

藤
原
説
子
の
娘
（
藤
原
公
明
室
）
が
、
須
恵
野
村
・
井
上
村
を
子
息
の
実
忠
に

で
は
な
く
娘
の
比
丘
尼
生
仏
に
譲
り
与
え
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
生
仏
は
、
持

仏
堂
建
立
の
用
途
と
し
て
銭
百
貫
文
を
必
要
と
し
て
お
り
、
そ
の
用
途
を
用
立
て

た
の
が
醍
醐
寺
の
実
深
で
あ
っ
た
。
生
仏
の
兄
弟
藤
原
実
忠
の
子
で
、
生
仏
に
は

甥
に
あ
た
る
公
惟
が
実
深
の
弟
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
伝
を
求
め
た

の
で
あ
ろ
う
。
公
惟
は
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
二
月
、
時
に
醍
醐
寺
座
主
で

あ
っ
た
師
実
深
に
よ
り
醍
醐
寺
供
僧
に
推
さ
れ
（
１
）
、
そ
の
後
度
々
法
会
に
参
仕
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
２
）
。
こ
の
よ
う
に
、
公
惟
は
実
深
の
高
弟
で
あ
っ
た
た
め
、

須
恵
野
村
は
実
深
一
期
の
後
は
公
惟
に
継
承
さ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
３
）
が
、
公
惟

が
早
世
し
た
た
め
実
深
の
弟
子
覚
雅
に
継
承
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
弘

安
年
間
に
は
三
条
実
盛
と
覚
雅
と
の
間
で
相
論
を
生
じ
、
正
応
年
間
に
は
実
忠
の

子
息
大
炊
御
門
公
斉
と
覚
雅
の
所
職
を
継
承
し
た
静
運
と
の
間
で
相
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
（
４
）
。

そ
の
後
須
恵
野
村
は
経
乗
・
憲
豪
・
勝
深
と
静
運
の
門
流
に
継
承
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
貞
治
年
間
に
は
徳
禅
寺
の
徹
翁
義
亨
と
般
若
院
の
尊
什
・
幸
松
丸
と
の
間

で
相
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
醍
醐
寺
三
宝
院
流
の
継
承
す
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
関
係
文
書
の
目
録
は
「
２
�
醍
醐
寺
文
書
」
と
し
て
掲
げ
て

お
い
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
義
亨
と
尊
什
・
幸
松
丸
と
の
相
論
に
関

わ
る
文
書
が
野
村
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
（
名
田
荘

関
係
史
料
補
遺
参
照
）。

（
１
）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
九
』
醍
醐
寺
文
書
之
一
―
二
二
三
号
。

（
２
）『
同
』
二
―
三
二
〇
号
（
六
）、
十
―
二
三
〇
五
号
、
二
―
三
二
七
号
、
二

―
三
二
九
号
、『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
』
東
寺
文
書
之
一
―
二
号

（
三
）（
東
寺
百
合
文
書
ろ
函
）
な
ど
。

（
３
）
以
上
の
経
緯
は
、『
大
』
一
―
三
四
六
号
（
三
）（
一
〇
）。

（
４
）『
大
』
一
―
三
四
六
号
（
一
〇
）。

三

上
村
の
相
伝
と
土
御
門
家
文
書
・
若
杉
家
文
書

名
田
荘
関
係
の
文
書
を
伝
え
る
第
三
の
文
書
群
は
、
名
田
荘
上
村
を
伝
領
し
た

陰
陽
道
の
土
御
門
家
及
び
そ
の
家
司
若
杉
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。
そ

の
性
格
は
、
す
べ
て
南
北
朝
以
後
の
文
書
で
あ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
室
町
幕
府
よ

り
の
免
除
状
の
類
が
多
く
、
室
町
期
の
文
書
を
ほ
と
ん
ど
伝
え
て
い
な
い
徳
禅
寺

文
書
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

土
御
門
家
文
書
は
、
現
在
多
く
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
に
も
一
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
１
）
。
一
方
、
若
杉
家
文
書
は
京

都
府
立
総
合
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
２
）
が
、
た
と
え
ば
若
杉
家
文
書
と
し
て
写

が
伝
来
し
て
い
る
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
十
二
月
二
十
三
日
の
「
室
町
幕
府
管

領
施
行
状
」
を
受
け
て
出
さ
れ
た
同
月
二
十
五
日
の
「
若
狭
守
護
一
色
範
光
遵
行
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状
」
が
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
土
御
門
家
文
書
の
中
に
み
え
る
な
ど
、
土
御
門
家
文

書
と
若
杉
家
文
書
は
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
南
北
朝
期
以
後
の
土
御
門
家
が
守
護
被
官
等
の
押
妨
に
対
処
し
つ
つ
所

領
支
配
を
全
う
す
る
た
め
、
南
北
朝
・
室
町
期
を
通
じ
て
幕
府
と
交
渉
し
つ
つ
、

戦
国
期
に
は
若
狭
武
田
氏
の
支
援
を
得
て
年
貢
を
確
保
す
る
と
い
う
、
徳
禅
寺
と

同
様
の
道
を
た
ど
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
須
恵
野
村
は
土
御
門
家
が
相
伝
し
た

た
め
上
部
構
造
を
形
成
す
る
領
主
が
異
な
る
も
の
の
、
在
地
の
構
造
は
徳
禅
寺
領

の
名
田
荘
と
異
な
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域
的
に
も
密

接
し
て
い
た
た
め
、
徳
禅
寺
領
の
名
田
荘
に
干
渉
す
る
者
か
ら
同
様
に
押
妨
を
受

け
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
の
（
年
未
詳
）
四
月
二
日
「
西
園
寺

実
俊
施
行
状
」
に
見
え
る
「
当
国
守
護
家
人
新
名
平
次
郎
繁
氏
」
に
つ
い
て
、
土

御
門
家
領
の
上
村
に
対
す
る
濫
妨
を
妨
げ
る
よ
う
命
ず
る
貞
治
三
年
十
二
月
四
日

「
室
町
幕
府
引
付
頭
人
（
吉
良
満
貞
）
奉
書
」
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
そ

れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
土
御
門
家
及
び
若
杉
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
は
、「
大
徳
寺
文

書
」
中
の
名
田
荘
関
係
史
料
に
は
少
な
い
室
町
期
の
名
田
荘
を
探
る
貴
重
な
素
材

で
あ
る
と
と
も
に
、「
大
徳
寺
文
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
文
書
群
と
相
互
の

関
連
性
を
探
る
こ
と
で
よ
り
有
効
な
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
土
御
門
家
文
書
は
、「
即
位
関
係
文
書
」
な
ど
の

内
容
に
よ
る
も
の
と
「
綸
旨
」・「
朱
印
状
」
な
ど
の
形
態
に
よ
る
二
つ
の
基

準
に
よ
り
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
名
田
荘
関
係
文
書
を

含
む
史
料
群
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
土
―
八
九

即
位
関
係
文
書

�
土
―
一
〇
五

土
御
門
家
文
書

�
土
―
一
一
一

綸
旨

�
土
―
一
一
三

朱
印
状

ま
た
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
土
御
門
家
文
書
の
請
求
番
号
は
貴
〇
四
―
一
。

（
２
）

史
料
編
纂
所
・
保
立
研
究
室
で
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金〓

の
研
究
史
料

と
し
て
若
杉
家
文
書
の
一
部
に
つ
い
て
写
真
帳
を
購
入
し
た
。
本
目
録
に

（

）
を
付
し
て
示
し
た
写
真
帳
の
丁
数
は
そ
の
番
号
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
は
い
わ
ば
名
田
荘
の
領
主
に
残
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
は

別
に
在
地
に
残
さ
れ
た
文
書
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
。
白
水
智
氏
が
紹

介
さ
れ
た
秦
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
貞
和
四
年
の
「
天
満
宮
造
営
入
雑
用
銭
注

文
」（
目
録
４
―
（
５
））
や
、
在
地
に
残
さ
れ
た
文
書
で
は
な
い
が
名
田
荘
に
居

住
す
る
悪
党
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
（
年
未
詳
）
三
月
四
日
の
「
帆
足
成
願
書

状
案
」（
葛
川
文
書
、
目
録
４
―
（
４
））
が
そ
れ
で
あ
る
。

領
主
に
残
さ
れ
た
文
書
群
の
検
討
に
よ
り
荘
園
の
実
態
を
描
き
出
さ
ざ
る
を
得

な
い
の
は
史
料
の
伝
存
状
況
か
ら
致
し
方
な
い
が
、
さ
ら
に
在
地
に
残
さ
れ
た
文

書
を
あ
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
名
田
荘
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
研
究
が
進
む
こ
と
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

本
目
録
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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名
田
荘
関
係
史
料
補
遺

本
目
録
作
成
の
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
未
紹
介
文
書
を
見
出
し
た
の
で
、
そ
れ

ら
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
く
。

（
一
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
徳
禅
寺
文
書
』
所
収
文
書

影
写
本
『
徳
禅
寺
文
書
』
所
収
文
書
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
影
写
本
の
作
成

時
点
で
は
徳
禅
寺
に
所
在
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
本
坊
に
移
管
さ
れ
て
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
文
書
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
影
写
本
に
は
現
在
本
坊
に
は
見
え

な
い
文
書
を
六
点
収
め
て
お
り
、
う
ち
五
点
が
名
田
荘
関
係
文
書
で
あ
る
。

【
史
料
一
】
後
宇
多
法
皇
院
宣
（
裏
紙
、
影
写
本
第
二
冊
―
八
八
丁
）

追
言
上
、

此
上
及
濫
妨
狼
藉
候
者
、』
可
注
進
悪
党
交
名
之
由
、』
即
可
有
御
下
知
之
旨
、

同
被
仰
下
』
候
也
、
重
誠
恐
頓
首
謹
言
、

こ
の
文
書
は
、『
大
』
一
―
三
一
九
号
に
正
文
の
前
半
と
封
紙
が
、
一
―
三
六

四
号
（
一
二
）
に
案
文
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
し
て
い
る
延
慶
三
年
九
月
十
八
日
「
後

宇
多
法
皇
院
宣
」
の
追
而
書
で
あ
る
。
後
欠
の
正
文
と
封
紙
は
現
在
本
坊
に
伝

わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
追
而
書
の
部
分
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
二
】
後
光
厳
天
皇
綸
旨
封
紙
（
影
写
本
第
二
冊
―
三
一
丁
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
俊
冬
）

「
謹
上

花
山
院

（
覚
円
、
謙
信
）

中
納
言
入
道
殿

右
大
弁
俊
冬
」

こ
れ
は
、
影
写
本
作
成
の
時
点
で
は
山
城
国
栗
栖
野
郷
松
崎
神
田
内
八
段
田
に

関
す
る
四
月
二
十
七
日
の
綸
旨
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は

『
大
』
一
―
一
三
〇
号
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
十
二

月
二
十
七
日
「
後
光
厳
天
皇
綸
旨
」
の
封
紙
と
考
え
ら
れ
、
名
田
荘
関
係
文
書
の

一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
三
】
後
光
厳
天
皇
綸
旨
（
影
写
本
第
二
冊
―
四
四
丁
）

若
狭
国
名
田
庄
内
田
村
・
』
下
村
以
下
事
、

』
中
納
言
入
道
寄
附

徳
禅
寺
』
由
、
被
聞
食
了
、
不
可
有
』
相
違
之
旨
』
天
気
所
候
也
、』
仍
執
達
如

件
、延

文
五
年
後
四
月
廿
日
右
少
弁
行
知

（
義
亨
）

徹
翁
上
人
禅
室

こ
の
文
書
は
、『
大
』
三
六
五
号
・
三
六
六
号
・
三
七
三
号
―
（
二
）・（
三
）

に
み
え
る
覚
円
（
花
山
院
兼
信
）
よ
り
徳
禅
寺
へ
の
寄
進
を
受
け
て
、
徳
禅
寺
に

寄
進
さ
れ
た
土
地
を
安
堵
し
た
後
光
厳
の
綸
旨
で
あ
る
。「
原
紙
薄
墨
」
と
い
う

影
写
本
の
注
記
か
ら
、
宿
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

【
史
料
四
】
後
光
厳
天
皇
綸
旨
（
影
写
本
第
一
冊
―
三
九
丁
）

（
押
紙
）

「
安
居
院
中
納
言
入
道
行
知

」

徳
禅
寺
領
若
狭
国
』
名
田
庄
内
田
村
・
下
村
以
下
』
事
、
義
亨
上
人
状
副
具
書

』
如
此
、

子
細
見
状
候
歟
、
可
沙
汰
居
雑
掌
下
地
之
由
、
可
』
被
仰
遣
武
家
之
旨
』
天
気
所

候
也
、
仍
言
上
如
件
、』
行
知
誠
恐
頓
首
謹
言
、

十
一
月
六
日

右
中
弁
行
知
奉

（
西
園
寺
実
俊
）

進
上

右
大
将
殿

こ
の
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
徳
禅
寺
襖
裏
文
書
（
七
裏
、『
福
井
県
史
研
究
』
一
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〇
、
徳
禅
寺
文
書
―
二
五
号
。
以
下
、『
徳
』
―
二
五
号
の
よ
う
に
略
記
）
に
み

え
る
案
文
の
断
簡
に
よ
り
部
分
的
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の

影
写
本
に
よ
り
は
じ
め
て
全
文
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
奉
者
安
居
院
行
知
の

官
途
か
ら
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
ま
た
は
翌
貞
治
元
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、

徳
禅
寺
の
徹
翁
義
亨
の
訴
え
を
受
け
て
下
地
を
雑
掌
に
引
き
渡
す
こ
と
を
命
ず
る

様
、
幕
府
に
伝
え
る
こ
と
を
武
家
執
奏
西
園
寺
実
俊
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
て
出
さ
れ
た
西
園
寺
実
俊
書
状
の
案
文
が
『
徳
』
―
二
六
号
に
み
え
る
。

本
文
書
も
、
原
本
は
宿
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
影
写
本
の
注
記
よ
り
知
ら
れ

る
。

【
史
料
五
】
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（
影
写
本
第
二
冊
―
四
八
丁
）

（
押
紙
）

「
宝
篋
院
殿
御
判
」

若
狭
国
名
田
庄
内
田
村
・
下
村
』
并
別
納
等
事
、』
就
花
山
院
』
入
道
中
納
言
家

寄
附
、
被
成
下
』
安
堵

綸
旨
之
上
、
所
止
政
所
濫
妨
』
儀
也
、
寺
家
管
領
不
可

有
り
相
違
之
』
状
如
件
、

（
足
利
義
詮
）

康
安
二
年
九
月
廿
六
日

参
議

（
花
押
）

（
徹
翁
義
亨
）

徳
禅
寺
長
老

こ
の
文
書
は
、
名
田
荘
内
田
村
・
下
村
等
を
徳
禅
寺
の
徹
翁
義
亨
に
安
堵
し
た

足
利
義
詮
の
御
判
御
教
書
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
義
亨
の
訴
訟
を
受
け
て
出
さ
れ

た
【
史
料
四
】
及
び
『
徳
』
―
二
六
号
と
一
連
の
訴
訟
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
野
村
美
術
館
所
蔵
文
書

【
史
料
六
】
徹
翁
義
亨
書
状

蓮
華
王
院
領
若
狭
国
名
田
庄
内
』
須
恵
野
村
事
、
幸
松
丸
申
状
副
具
書

』
下
賜
候
、
当

村
事
、
花
山
院
故
中
納
言
』
入
道
可
致
管
領
地
候
之
間
、
当
寺
可
申
』

聖

断

之

間

候

者

、

不

被

安

堵

候

歟

、

所
存
事
候
、
�
凡
閣
当
院
行
事
弁
、』
属
他
人
被
掠
申
安
堵

勅
裁
候
之
』
条
、

先
以
奸
謀
候
歟
、
以
此
趣
可
令
』
披
露
給
候
、
恐
惶
敬
白
、

十
月
十
七
日

釋
義
亨

こ
の
文
書
は
、
貞
治
二
年
ま
た
は
三
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
九
月
三
十
日
付

け
「
後
光
厳
天
皇
綸
旨
」（『
大
』
一
―
三
七
六
号
）
を
受
け
て
提
出
さ
れ
た
徹
翁

義
亨
の
陳
状
に
あ
た
る
文
書
で
あ
る
。
須
恵
野
村
を
め
ぐ
り
、
鎌
倉
期
よ
り
相
論

が
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
頃
、
幸
松
丸
よ

り
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
担
当
の
奉
行
広
橋
仲
光
は
九
月
三
十
日
、
徳
禅
寺
側
に
陳

状
の
提
出
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
が
、
十
月
十
七

日
付
け
の
こ
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
土
御
門
文
書

【
史
料
七
】
若
狭
守
護
一
色
範
光
遵
行
状

若
狭
国
名
田
庄
上
村
事
、
任
』
今
月
廿
三
日
御
教
書
之
旨
、
止
』
南
六
郎
宗
緒
押

妨
、
可
被
全
』
土
御
門
二
位
家
所
務
之
』
状
如
件
、

（
一
色
範
光
）

応
永
十
年
十
二
月
廿
五
日

（
花
押
）

小
笠
原

（
浄
祐
）

三
河
入
道
殿

こ
の
文
書
は
、
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
土
御
門
文
書
の
一
通
で
、
本

来
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
土
御
門
家
文
書
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
名
田
荘
上
村
に
対
す
る
南
宗
緒
の
押
妨
停
止
を
命
ず
る
若
狭
守

護
一
色
範
光
の
遵
行
状
で
、
若
杉
家
文
書
に
写
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
同
年
十
二
月

二
十
三
日
「
室
町
幕
府
管
領
施
行
状
」
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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凡
例

一
、
本
目
録
は
、「
名
田
荘
関
係
文
書
目
録
（
稿
）」
と
し
て
、
名
田
荘
に
関
す
る

古
文
書
を
目
録
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
を
次
の
四
部
に
分
っ
た
。

一
�
大
徳
寺
文
書

（
一
）
大
徳
寺
文
書

（
二
）
真
珠
庵
文
書

（
三
）
徳
禅
寺
文
書

二
�
醍
醐
寺
文
書

三
�
土
御
門
家
文
書

（
一
）
土
御
門
家
文
書

（
二
）
若
杉
家
文
書

四
�
そ
の
他

一
、
各
々
の
文
書
に
つ
い
て
、「
刊
本
文
書
番
号
」「
和
暦
」「
西
暦
」「
文
書
名
」

「
写
真
帳
冊
次
」「
差
出
」「
宛
所
」「
備
考
」「
県
史
番
号
」
を
示
し
た
。

一
、「
刊
本
文
書
番
号
」
は
、
大
徳
寺
・
真
珠
庵
文
書
・
醍
醐
寺
文
書
に
つ
い
て

は
大
日
本
古
文
書
の
文
書
番
号
を
冊
次
・
文
書
番
号
・
小
番
号
、
他
は
空
欄

と
し
た
。

（
例
）
冊
次＝

大
〇
一
、
文
書
番
号＝

三
三
〇
、
小
番
号＝

一

↓
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
七
』
大
徳
寺
文
書
之
一
、
三
三

〇
号
（
一
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

一
、
写
真
帳
冊
次
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳
に
つ
い

て
、
そ
の
冊
次
と
丁
数
を
示
し
た
。
こ
の
内
真
珠
庵
文
書
の
第
二
十
七
冊
以

後
と
徳
禅
寺
文
書
に
つ
い
て
は
未
だ
仮
綴
の
状
態
に
あ
る
の
で
、
利
用
さ
れ

る
方
は
予
め
ご
了
承
願
い
た
い
。
ま
た
、
土
御
門
家
文
書
・
若
杉
家
文
書
に

つ
い
て
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
定
領
域
研
究
に
よ
り
購
入
し
た
紙
焼

き
の
丁
数
を
仮
に
示
し
て
い
る
。

一
、「
県
史
番
号
」
に
つ
い
て
は
、『
福
井
県
史

資
料
編
２
』
中
世
の
史
料
番
号

を
示
し
た
。
た
だ
し
徳
禅
寺
文
書
に
つ
い
て
は
、「『
福
井
県
史
』
資
料
編

中
世
史
料

補
遺
」（『
福
井
県
史
研
究
』
一
〇
、
一
九
九
一
年
）
の
文
書
番

号
で
あ
る
。

一
、
名
田
荘
関
係
文
書
の
一
部
は
、
名
田
庄
村
編
『
わ
か
さ
名
田
庄
村
志
』（
一

九
七
一
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
所
領
・
所
職
の
別
に
関
係
文
書
を
ま

と
め
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

右大辨（坊城俊冬）（花押） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

大０１―３６４号―２２に案文、 ／

資明（柳原） 大納言法印御房 ／

右中辨行知（安居院） 徹翁（義亨）和尚禅室 ／

右中辨平行知〈奉〉 進上 民部大輔殿 ／

右中辨平行知〈奉〉 進上 右大将（西園寺実
俊）殿

／

陸奥守平（北条義時）（花
押）

／

（花押）（三条実盛） 侍従 ／

公禅（花押） ／

尊氏（花押） 花山院前中納言（兼信）殿 大０１―３６４―２１号に案文、 ／

春宮権大夫実尹（今出川） 謹上 按察中納言（勧修寺
経顕）殿

／

覺圓（花山院兼信）（花押）｛徹翁和尚塔頭｝ ／

法眼任憲 謹上 執當僧都御房 ／

覺圓（花山院兼信）（花押）｛徹翁和尚塔頭｝ ／

忠光（柳原） 大徳寺長老（徹翁義亨）上
人御房

／

散位行清（花押） ｛徳禅寺塔頭正傳庵｝ ／

大蔵少輔藤原行清（花押） ｛徳禅寺塔頭正傳庵｝ ／

大蔵少輔藤原行清（花押） ｛徳禅寺塔頭正傳庵｝ ／

沙弥（白井行胤）（花押）／
右衛門尉（斎藤）（花押）

／

正二位（足利義詮）（花押） 當寺長老（徹翁義亨） ／

武蔵守（細川頼之）（花押） 一色修理権大夫（範光）入
道殿

／

左衛門佐（斯波義将）（花
押）

一色左京大夫（詮範）殿 ／

範光（一色）（花押） 小笠原源蔵人大夫殿 ／

従四位上行清（花押） 徳禅寺方丈（徹翁義亨）侍
者御中

／

右大将実俊（西園寺） 謹上 鎌倉宰相中将（足利
義詮）殿

徳０７裏―６１１に案文、 ／

忠光（柳原）、○奥上にあり、祥山（仁禎）和尚禅室 ／
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◆名田荘関係文書目録（稿）
１－� 大徳寺文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ １３０ 文和二年十二月廿七日 １３５３０１２０２７０後光厳天皇綸旨 別 ２ ６４

大０１ １３３ 「貞和三」十月七日 １３４７０１０００７０光厳院院宣 別 ２ ６８

大０１ １３４ （貞治元・二年）三月九
日

５５５５００３００９０後光厳天皇綸旨 別 ２ ７０

大０１ １３５ （貞治三―五年）四月一
日

５５５５００４００１０後光厳天皇綸旨 別 ２ ７１

大０１ １３６ （康安元・貞治元年）十
一月十九日

５５５５０１１０１９０後光厳天皇綸旨 別 ２ ７３

大０１ １３７ 承久三年閏十月十二日 １２２１０１０５１２０関東下知状 別 ２ ７５

大０１ １３８ 乾元二年五月廿五日 １３０３００５０２５０三条実盛置文 別 ２ ７６

大０１ １４１ 嘉暦貳年十月十日 １３２７０１００１００公禅契約状 別 ２ ８０

大０１ １４４ 〔建武三年〕九月廿一日 １３３６００９０２１０足利尊氏書状 別 ２ ８４

大０１ １４５ 〔暦應二年〕十月八日 １３３９０１０００８０今出川実尹書状 別 ２ ８５

大０１ １４６ 暦應三年十一月十三日 １３４００１１０１３０花山院覚円（兼信）寄進
状

別 ２ ８６

大０１ １４７ 〔貞和三年〕十月十五日 １３４７０１００１５０延暦寺座主（尊胤法親
王）令旨

別 ２ ８７

大０１ １４８ 貞和四年八月十八日 １３４８００８０１８０花山院覚円（兼信）寄進
状

別 ２ ８８

大０１ １５０ 「康安二」七月廿九日 １３６２００７０２９０柳原忠光奉書 別 ２ ９０

大０１ １５１ 貞治二年十一月十三日 １３６３０１１０１３０藤原行清寄進状 別 ２ ９１

大０１ １５２ 貞治参年〈甲／辰〉十
月廿三日

１３６４０１００２３０藤原行清沽却状 別 ２ ９３

大０１ １５３ 貞治参年〈甲／辰〉十
月廿三日

１３６４０１００２３０藤原行清寄進状 別 ２ ９４

大０１ １５４ 貞治五年九月十七日 １３６６００９０１７０室町幕府奉行人連署打渡
状

別 ２ ９５

大０１ １５５ 貞治六年七月五日 １３６７００７００５０足利義詮御判御教書 別 ２ ９６

大０１ １５６ 應安六年閏十月十七日 １３７３０１０５１７０室町将軍（足利義満）家
御教書

別 ２ ９７

大０１ １５８ 康應元年九月十日 １３８９００９０１００室町将軍（足利義満）家
御教書

別 ２ ９９

大０１ １５９ （貞治六年）七月十四日
〈酉／剋〉

１３６７００７０１４０若狭守護一色範光書状 別 ２ １００

大０１ １６０ （貞治四年）後九月廿七
日

１３６５００９５２７０藤原行清書状 別 ２ １０２

大０１ １６１ （年未詳）十一月七日 ５５５５０１１００７０西園寺実俊書状 別 ２ １０３

大０１ １９３ （貞治六年）十月七日 １３６７０１０００７０後光厳天皇綸旨 甲 ３ ４４
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

釋観空（安居院実忠）（花押、
欠損あり）

大０１―３６４号―５に案文、 ／

藤原（三条実盛）朝臣（花
押）

｛孫めゝかこ姫君｝ ／

藤原（三条実盛）朝臣（花
押）、○次行にあり、

権大納言典侍とのへ 大０１―３６４号―９に案文、 ／

〔重経〕 〔からすまるとのへ〕 ／

〔定房（吉田）〕 〔左中辨（藤原雅任）殿〕 大０１―３６４号―１２に案文、 ／

頼藤〈奉〉 進上 前左馬権頭殿 ／

はる顕（葉室光顕） 大貮とのゝ御つほねへ ／

左少辨資房（清閑寺） 謹上 中納言僧都御房 ／

左少辨資房（清閑寺） 謹上 中納言僧都御房 ／

法印経乗（醍醐中性院） 謹上 前左大辨宰相（三条
公明）殿

／

／

左中辨実治（三条） 謹上 大炊御門三位入道殿 ／

さねはる（三条実治） 覺忍（三条公野母）御房へ ／

左中辨実治（三条） 謹上 中納言法印御房 ／

（花押）（尼覚忍） いまこうちとのへ ／

／

〔藤清法師（賢舜）〕 ／

兼信（花山院） ／

（花押）（権大納言典侍局） 〔中納言殿（花山院兼信）〕 ／

左中辨（万里小路季房）（花
押）

謹上 花山院前中納言（兼
信）殿

大０２―７１９号―５・真０６―８４８号
に案文、

／

法印実鑒 謹上 権左少辨（中御門為
治）殿

／

権左小辨為治（中御門） 謹上 大炊御門少将殿 ／

左少辨藤長（甘露寺） 進上 花山院前中納言（兼
信）殿

／

中納言資明（柳原） 因幡守殿 ／

國俊（吉田） 花山院前中納言（兼信）殿 ／

権大納言隆蔭（四条） 大炊御門少将殿 ／

権左中辨行兼〈奉〉 謹々上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

僧行寛（花押） ／

判 いよのせんし殿へ ／

清原友盛（花押） ／

仲房（万里小路） ／
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ ３１５ 正嘉二年八月日 １２５８００８０５５０安居院観空（実忠）譲状 甲 ５ ７３

大０１ ３１６ 正安四年十一月十一日 １３０２０１１０１１０三条実盛譲状 甲 ５ ７５

大０１ ３１７ 嘉元々年十一月十四日 １３０３０１１０１４０三条実盛譲状 甲 ５ ７７

大０１ ３１８ 〔嘉元三年五月九日〕 １３０５００５００９０亀山法皇院宣 甲 ５ ８０

大０１ ３１９ 〔延慶三年九月十八日〕 １３１０００９０１８０後宇多法皇院宣（後欠） 甲 ５ ８３

大０１ ３２０ （延慶三年）八月七日 １３１０００８００７０伏見上皇院宣 甲 ５ ８４

大０１ ３２１ （年未詳）七月十七日 ５５５５００７０１７０葉室光顕奉書 甲 ５ ８７

大０１ ３２２ 「元亨三」十月十三日 １３２３０１００１３０後醍醐天皇綸旨案 甲 ５ ８８

大０１ ３２３ 「元亨三」十一月八日 １３２３０１１００８０後醍醐天皇綸旨案 甲 ５ ８９

大０１ ３２４ （正中年間）六月九日 ５５５５００６００９０僧経乗書状 甲 ５ ９０

大０１ ３２５ 正中二年〈乙／丑〉十
月 日

１３２５０１００５５０若狭名田庄内田村河成検
注帳案

甲 ５ ９２

大０１ ３２６ 「嘉暦二」四月十三日 １３２７００４０１３０後醍醐天皇綸旨 甲 ６ １

大０１ ３２７ （嘉暦二年）五月三日 １３２７００５００３０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ ３

大０１ ３２８ 「嘉暦二」六月十三日 １３２７００６０１３０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ ４

大０１ ３２９ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０尼覺忍（三条公野母）譲
状

甲 ６ ７

大０１ ３３０ ０ 僧賢舜請文案并花山院兼
信書状案

甲 ６ ８

大０１ ３３０ １（嘉暦二年） １３２７０５５０５５０僧賢舜請文案 甲 ６ ９

大０１ ３３０ ２〔嘉暦二年〕八月廿二日 １３２７００８０２２０花山院兼信書状案 甲 ６ １０

大０１ ３３１ かりやく（嘉暦）三年
二月八日

１３２８００２００８０権大納言典侍局譲状 甲 ６ １１

大０１ ３３２ 嘉暦四年四月十一日 １３２９００４０１１０後醍醐天皇綸旨 甲 ６ １２

大０１ ３３３ （元弘二年）正月廿四日 １３３２００１０２４０僧実鑒挙状 甲 ６ １４

大０１ ３３４ 「元弘二」二月廿二日 １３３２００２０２２０光厳院院宣 甲 ６ １６

大０１ ３３５ （建武二年）十一月五日 １３３５０１１００５０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ １７

大０１ ３３８ 「康永二」九月十五日 １３４３００９０１５０光厳院院宣 甲 ６ ３０

大０１ ３３９ （年未詳）七月十八日 ５５５５００７０１８０光厳院院宣案 甲 ６ ３１

大０１ ３４０ （年未詳）九月十六日 ５５５５００９０１６０光厳院院宣案 甲 ６ ３３

大０１ ３４１ （貞和二年頃）五月廿四
日

５５５５００５０２４０光厳院院宣 甲 ６ ３４

大０１ ３４２ 貞和二年十一月十九日 １３４６０１１０１９０僧行寛契状 甲 ６ ３５

大０１ ３４３ （元亨元年）七月五日 １３２１００７００５０別当典侍局置文案 甲 ６ ３８

大０１ ３４４ 貞和二年十一月廿日 １３４６０１００２００清原友盛起請文 甲 ６ ４０

大０１ ３４５ 「貞和四」八月十七日 １３４８００８０１７０万里小路仲房書状 甲 ６ ４１
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

／

／

／

比丘尼生佛在判 大０２―７１８号―４・７１９号―４に
別案文、

／

〈覺雅〉法印在判 〈経乗〉大蔵卿阿闍梨御坊 ／

〈経乗〉法印在判／〈憲豪〉
権少僧都在判

｛熊若丸（成重）｝ ／

〈勝深〉／権少僧都在判 ／

〈安居院中将（実忠）入道〉
観空〈在裏判〉／〈同子息大
炊御門二位〉公直〈在裏判〉

謹上 大納言法印御房 ／

小判事中原章顕／左衛門少
尉中原明綱／左衛門大尉中
原朝臣章継／左衞門少尉中
原朝臣職隆／明法博士中原
朝臣章名／右衞門少尉中原
章保／散位中原朝臣明盛／
助教中原朝臣師種／左大史
少槻宿祢顕衡／掃部頭中原
朝臣師宗／大外記中原朝臣
師顕

／

〈資ー〉民部卿（日野資宣）
御判

〈静運〉／内大臣僧都御房 ／

左衛門少尉中原朝臣章文／
左衛門少尉中原朝臣職隆／
直講清原真人良枝／散位中
原朝臣明盛／西市正中原朝
臣師淳／助教中原朝臣師種
／大判事中原朝臣章隆／大
外記中原朝臣師宗／大外記
中原朝臣師顕／前豊前守清
原真人良季

／

〈隆長（甘露寺）〉左少 辨
〈御判〉

謹上 大蔵卿僧都御房〈経
乗〉

／

〈秀房〉左少辨（万里小路）
〈御判〉

謹上 中納言僧都御房〈憲
豪〉

／

〈光顕〉右中辨（葉室）〈御
判〉

左衛門督律師御房〈勝深〉 ／

民部卿藤原（吉田定房）朝
臣／右京大夫藤原（三条実
任）朝臣〈在御判〉／正三位
藤原（柳原資明）朝臣〈在
御判〉／左少辨藤原（甘露寺
藤長）朝臣／大外記中原朝
臣〈判〉／左衛門大尉中原

若狭國衙 ／
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ ３４６ ０ 若狭名田庄須惠野村陳状

案并具書案
甲 ６ ４３

大０１ ３４６ １ 貞和五年閏六月 日 １３４９００６５５５０名田庄須恵野村陳状案 甲 ６ ４３

大０１ ３４６ ２（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０名田庄須恵野村相伝系図 甲 ６ ４４

大０１ ３４６ ３ 寶治二年四月 日 １２４８００４０５５０尼生仏譲状案 甲 ６ ４５

大０１ ３４６ ４ 正應五年八月廿四日 １２９２００８０２４０僧覺雅附属状案 甲 ６ ４６

大０１ ３４６ ５ 正和三年正月十九日 １３１４００１０１９０僧経乗譲状案 甲 ６ ４８

大０１ ３４６ ６ 元徳参年六月廿三日 １３３１００６０２３０僧勝深安堵状案 甲 ６ ４８

大０１ ３４６ ７ 寶治二年四月廿四日 １２４８００４０２４０安居院観空（実忠）・同
公直連署去状案

甲 ６ ４９

大０１ ３４６ ８ 弘安九年十一月八日 １２８６０１１００８０文殿注進状案 甲 ６ ４９

大０１ ３４６ ９ 正應三年十月廿九日 １２９００１００２９０後深草上皇院宣案 甲 ６ ５０

大０１ ３４６ １０ 正應三年七月廿一日 １２９０００７０２１０文殿注進状案 甲 ６ ５０

大０１ ３４６ １１ 嘉元三年十二月六日 １３０５０１２００６０後宇多上皇院宣案 甲 ６ ５２

大０１ ３４６ １２ 嘉暦元年五月三日 １３２６００５００３０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ ５２

大０１ ３４６ １３ 嘉暦四年七月十三日 １３２９００７０１３０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ ５２

大０１ ３４６ １４ 建武二年九月五日 １３３５００９００５０雑訴決断所牒案 甲 ６ ５３
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

（大宮章方）朝臣〈判〉／大
蔵丞三善（飯尾貞兼）〈判〉

左衛門尉雅清〈在判〉 隼人佑（成重）殿 ／

権中納言（四条隆蔭）〈御
判〉

謹上 大蔵卿殿 ／

在判 大０１―３６４号―４に別案文、 ／

観空（安居院実忠）〈在判〉｛実盛（三条）朝臣｝ ／

内大臣藤原（吉田定房）朝
臣／右京大夫藤原（三条実
任）朝臣〈御判〉／正三位藤
原（柳原資明）朝臣〈在御
判〉／右少辨藤原（甘露寺藤
長）朝臣〈在判〉／左衛門大
尉中原（大宮章方）朝臣
〈在判〉／散位宇佐宿祢〈在
判〉／采女正中原（重尚）
〈在判〉

若狭國衙 ／

／

／

〔藤原朝臣実盛（三条）〕 〔公野（三条）〕 大０２―７１８号―１・７１９号―１に
別案文、

／

按察使資明（柳原） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

権大納言隆蔭（四条） 阿賀宇（藤原清季）殿 ／

沙弥良圓（花押） ／

左中辨親明（平）〈上〉 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

権大納言隆蔭（四条） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

／

藤原清季〈裏判〉／藤原盛忠
〈同判〉

／

散位判奉 謹上 阿賀宇殿／石田六郎
殿

／

／

藤原氏女雑掌 ／

／

左少辨（清閑寺清房）判〈奉〉謹上 大炊御門三位入道殿 ／

在判〈奉〉 別當典侍とのゝ御つほねへ ／

太宰権帥（坊城俊実）〈判〉 大炊御門少将殿 ／

判 謹上 大炊御門前少将殿 ／

中納言（柳原資明）〈判〉 因幡守殿 ／
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和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

大０１ ３４６ １５ 建武二年十二月廿五日 １３３５０１２０２５０布志名雅清避状案 甲 ６ ５３

大０１ ３４６ １６ 建武四年十一月廿四日 １３３７０１１０２４０光厳院院宣案 甲 ６ ５３

大０１ ３４６ １７ けんほう（建保）三年
十二月十六日

１２１５０１２０１６０大姫御前譲状案 甲 ６ ５４

大０１ ３４６ １８ 建治三年八月 日 １２５１００８０５５０安居院観空（実忠）譲状
案

甲 ６ ５４

大０１ ３４６ １９ 建武二年正月廿五日 １３３５００１０２５０雑訴決断所牒案 甲 ６ ５５

大０１ ３４７ ０ 若狭名田庄須惠野村相傳
文書案

甲 ６ ５６

大０１ ３４７ １（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０須恵野村相伝系図 甲 ６ ５６

大０１ ３４７ ２（正安三年七月廿九日） １３０１００７０２９０三条実盛譲状案（後欠） 甲 ６ ５６

大０１ ３４８ （年未詳）十二月廿三日 ５５５５０１２０２３０光厳院院宣 甲 ６ ５８

大０１ ３４９ 「貞和五」三月八日 １３４９００３００８０光厳院院宣案 甲 ６ ６１

大０１ ３５０ 貞和五年八月廿七日 １３４９００８０２７０沙弥良圓請文 甲 ６ ６２

大０１ ３５１ （貞和五・六年）六月二
日

５５５５００６００２０光厳院院宣 甲 ６ ６４

大０１ ３５２ 〔観應元年〕五月五日 １３５０００５００５０光厳院院宣案 甲 ６ ６６

大０１ ３５３ ０ 若狭名田庄坂本村文書案 甲 ６ ６７

大０１ ３５３ １ 観應元年六月 日 １３５０００６０５５０藤原清季・同盛忠連署起
請文案

甲 ６ ６７

大０１ ３５３ ２ 観應元年六月十八日 １３５０００６０１８０花山院家（兼信）御教書
案

甲 ６ ６９

大０１ ３５４ ０ 藤原氏女陳状并具書案 甲 ６ ７０

大０１ ３５４ １ 観應元年九月 日 １３５０００９０５５０藤原氏女陳状 甲 ６ ７０

大０１ ３５４ ２（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０名田庄内知見村相承系図 甲 ６ ７２

大０１ ３５４ ３ 元亨三年八月六日 １３２３００８００６０後醍醐天皇綸旨案 甲 ６ ７３

大０１ ３５４ ４ 元亨元年五月十三日 １３２１００３００３０後宇多法皇院宣案 甲 ６ ７３

大０１ ３５４ ５ 元弘二年三月三日 １３３２００３００３０光厳院院宣案 甲 ６ ７３

大０１ ３５４ ６ 建武三年九月十一日 １３３６００９０１１０光厳院院宣案 甲 ６ ７３

大０１ ３５４ ７ 康永二年七月二日 １３４３００７００２０光厳院院宣案 甲 ６ ７４
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観空（安居院実忠）〈在判〉｛へたうのすけとの（別當典
侍局）｝

真０５―６３７号―２に別案文、 ／

判 とうたうみのしゝう殿へ ／

せむせう（少将） にしむきの御方へ ／

實盛〈在判〉 別當のすけとのへ 真０５―６３７号―３に別案文、 ／

長光（葉室） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

右大辨（吉田守房）（花押）
〈奉〉

謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

覺圓（花山院兼信）（花押）｛徳禅寺鎮主〔守〕春日大明
神｝／正傳庵

／

勘解由次官（花押）〈奉〉 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

／

左少辨親顕（平） 謹上 大炊御門少将入道殿 ／

左兵衞督（日野教光）（花
押）奉

静舜上人御房 ／

／

／

領主沙弥（盛信）〈在判〉 ／

あまはん ｛ひめこせん（大姫御前）｝ ／

ありはん ｛少将さねたゝ（安居院実
忠）｝

大０１―３４６号―１７に別案文、 ／

尺観空（安居院実忠）〈在
判〉

｛外孫右少将実盛（三条）｝ 大０１―３１５号に正文、 ／

尺観空（安居院実忠）〈判〉 ／

前越前守経宣（中御門）
〈奉〉

謹々上 花山院中納言（兼
信）殿

／

〈重経〉治部卿〈判〉 権大納言典侍殿御局 ／

〈実盛卿〉藤原朝臣〈判〉 権大納言典侍とのへ 大０１―３１７号に正文、 ／

〈有房卿〉判（六条） 右中辨（藤原雅任）殿 ／

〈雅任〉左中辨〈判奉〉 謹々上 花山院新宰相中将
（兼信）殿

／

定房（吉田） 左中辨（雅任）殿 大０１―３１９号に正文（後欠）、 ／

くにふさ（吉田國房） 権大納言典侍御局 ／

〔国房朝臣（吉田）〕 ／

〈重経卿〉判〈奉〉 権大納言典侍殿御局 ／

／

俊光（日野） 大納言すけとのゝ御つほねへ ／

〈有忠卿〉判（六条） 権大納言すけとのゝ御局へ ／
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ ３５４ ８ 文永四年十二月廿六日 １２６７０１２０２６０安居院観空（実忠）譲状

案
甲 ６ ７４

大０１ ３５４ ９ 正をう（應）五年正月
廿日

１２９２００１０２００別当典侍局譲状案 甲 ６ ７４

大０１ ３５４ １０ 元亨四年二月二日 １３２４００２００２０大炊御門三位入道せむせ
う（実綱）譲状案

甲 ６ ７５

大０１ ３５４ １１ 正應二年十月十三日 １２８９０１００１３０三条実盛去状案 甲 ６ ７５

大０１ ３５５ 〔観応元年〕十一月九日 １３５００１１００９０光厳院院宣 甲 ６ ７８

大０１ ３５６ 正平七年正月廿九日 １３５２００１０２９０後村上天皇綸旨 甲 ６ ７９

大０１ ３５７ 文和二年正月廿三日 １３５３００１０１３０花山院覚円（兼信）寄進
状

甲 ６ ８０

大０１ ３５９ 正平八年七月十日 １３５３００７０１００後村上天皇綸旨 甲 ６ ８３

大０１ ３６０ （文和三・四年）九月卅
日

５５５５００９０３００後光厳天皇綸旨 甲 ６ ８４

大０１ ３６２ 文和四年十二月廿五日 １３５５０１２０２５０後光厳天皇綸旨 甲 ６ ８７

大０１ ３６４ ０ 若狭名田庄調度文書案 甲 ７ １

大０１ ３６４ １（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０名田庄相伝系図 甲 ７ １

大０１ ３６４ ２ 仁安三年十一月廿九日 １１６８０１１０２９０名田郷開発領主盛信相博
状案

甲 ７ ２

大０１ ３６４ ３ 安元々年二月六日 １１７５００２００６０伊予内侍譲状案 甲 ７ ３

大０１ ３６４ ４ けんほう（建保）三年
十二月十六日

１２１５０１２０１６０大姫御前譲状案 甲 ７ ３

大０１ ３６４ ５ 正嘉二年八月 日 １２５８００８０５５０安居院観空（実忠）譲状
案

甲 ７ ３

大０１ ３６４ ６ 建治三年八月 日 １２７７００８０５５０安居院観空（実忠）重譲
状案

甲 ７ ４

大０１ ３６４ ７「正和四」十月十一日 １３１５０１００１１０後宇多法皇院宣案 甲 ７ ４

大０１ ３６４ ８ 嘉元二年九月三日 １３０４００９００３０亀山法皇院宣案 甲 ７ ５

大０１ ３６４ ９ 嘉元々年十一月十四日 １３０３０１１０１４０三条実盛譲状案 甲 ７ ６

大０１ ３６４ １０ 延慶三年七月廿五日 １３１０００７０２５０後宇多法皇院宣案 甲 ７ ６

大０１ ３６４ １１ 延慶三年九月六日 １３１０００９００６０万秋門院令旨案 甲 ７ ６

大０１ ３６４ １２「延慶三」九月十八日 １３１０００９０１８０後宇多法皇院宣案 甲 ７ ７

大０１ ３６４ １３ 延慶元年十二月十二日 １３０８０１２０１２０伏見上皇院宣案 甲 ７ ７

大０１ ３６４ １４（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０伏見上皇院宣案 甲 ７ ７

大０１ ３６４ １５ 嘉元三年四月十日 １３０５００４０１００亀山法皇院宣案 甲 ７ ８

大０１ ３６４ １６〔嘉元三年閏五月九日〕 １３０５００５５０９０亀山法皇院宣案 甲 ７ ８

大０１ ３６４ １７（年未詳）十月十三日 ５５５５０１００１３０伏見上皇院宣案 甲 ７ ８

大０１ ３６４ １８ 文保二年四月十日 １３１８００４０１００後宇多法皇院宣案 甲 ７ ９

133



差 出 宛 所 備 考 県史番号

左少辨判〈奉〉 進上 花山院前中納言（兼
信）殿

／

隆蔭（四条） 謹上 花山院前中納言（兼
信）殿

／

尊氏〈判〉 花山院前中納言（兼信）殿 大０１―１４４号に正文、 ／

〈俊冬朝臣〉右大辨（坊城）
〈判〉

謹上 花山院中納言入道
（兼信）殿

大―１―１３０号に正文、 ／

覺圓（花山院兼信）（花押）｛徳禅寺｝ ／

覺圓（花山院兼信）（花押）｛徹翁和尚塔頭｝ ／

（花押）（覚円、花山院兼信） ／

右中辨行知（安居院） 徹翁（義亨）和尚禅室 ／

右中辨行知（安居院） 徹翁（義亨）上人禅室 ／

左少辨（万里小路嗣房）（花
押）

静舜御房 ／

沙門静舜 ／

／

／

弾正親王廰 ／

覺圓（花山院兼信）〈判〉 徳０６裏―４８３号―１に別案文、 ／

覺圓 徳０６裏―４８３号―２に別案文、 ／

義亨 千本殿 徳０６裏―４８３号―３に別案文、 ／

右少辨（広橋仲光）（草名） 謹上 左中辨（安居院行
知）殿

／

右少辨（広橋仲光）（草名） 義亨（徹翁）上人御房 ／

宮内卿信兼〈奉〉 進上 右大将（西園寺実
俊）殿

／

宮内卿信兼 進上 民部大輔殿 ／

了浄（花押） ｛徳禅寺｝ ／

左京大夫（安居院行知）（草
名）

徹翁（義亨）上人御房 ／

左京大夫（安居院行知）（草
名）

大蔵少輔（藤原行清）殿 ／

大蔵少輔行清（藤原）（花
押）

｛正傳庵｝ ／

左京大夫（安居院行知）（草
名）

徹翁（義亨）上人禅室 ／
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写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ ３６４ １９ 元弘三年六月廿四日 １３３３００６０２４０後醍醐天皇綸旨案 甲 ７ ９

大０１ ３６４ ２０〈建武三〉九月九日 １３３６００９００９０光厳院院宣案 甲 ７ ９

大０１ ３６４ ２１〈建武三〉九月廿一日 １３３６００９０２１０足利尊氏書状案 甲 ７ ９

大０１ ３６４ ２２ 文和二年十二月廿七日 １３５３０１２０２７０後光厳天皇綸旨案 甲 ７ １０

大０１ ３６５ 延文四年十二月廿三日 １３５９０１２０２３０花山院覚円（兼信）寄進
状

甲 ７ １２

大０１ ３６６ 延文五年〈庚子〉四月
十三日

１３６０００４０１３０花山院覚円（兼信）寄進
状

甲 ７ １３

大０１ ３６７ 延文五年閏四月 日 １３６０００４５５５０若狭名田庄田村下村両村
文書目録

甲 ７ １５

大０１ ３６８ （康安元・貞治元年）十
月二日

５５５５０１０００２０後光厳天皇綸旨 甲 ７ １９

大０１ ３６９ 「康永二」八月十日 １３４３００８０１００後光厳天皇綸旨 甲 ７ ２０

大０１ ３７０ 貞治元年十月四日 １３６２０１０００４０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ２１

大０１ ３７１ （年未詳）十一月廿五日 ５５５５０１１０２５０僧静舜挙状 甲 ７ ２３

大０１ ３７２ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０後光厳天皇綸旨（後欠） 甲 ７ ２４

大０１ ３７３ ０ 弾正親王（邦省）庁申状
并具書案

甲 ７ ２５

大０１ ３７３ １ 貞治二年五月 日 １３６３００５０５５０弾正親王（邦省）庁申状 甲 ７ ２５

大０１ ３７３ ２ 延文五年〈庚／子〉四
月廿五日

１３６０００４０２５０花山院覚円（兼信）譲状
案

甲 ７ ２６

大０１ ３７３ ３（延文五年）壬四月十三
日

１３６０００４５１３０花山院覚円（兼信）譲状
案

甲 ７ ２７

大０１ ３７３ ４（延文五年）後四月十三
日

１３６０００４５１３０義亨（徹翁）返状案 甲 ７ ２７

大０１ ３７４ （貞治二・三年）七月廿
九日

５５５５００７０２９０弾正親王（邦省）庁令旨 甲 ７ ３０

大０１ ３７６ （貞治二・三年）九月卅
日

５５５５００９０３００後光厳天皇綸旨 甲 ７ ３６

大０１ ３７７ （貞治二―四年）五月廿
七日

５５５５００５０２７０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ３７

大０１ ３７８ （貞治三年）十二月六日 １３６４０１２００６０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ３９

大０１ ３７９ 貞治三年十二月廿三日 １３６４０１２０２３０了浄寄進状 甲 ７ ４２

大０１ ３８０ （貞治四・五年）九月五
日

５５５５００９００５０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４３

大０１ ３８１ 貞治四年九月廿六日 １３６５００９０２６０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４４

大０１ ３８２ 貞治四年〈乙／巳〉十
一月十八日

１３６５０１１０１８０藤原行清寄進状 甲 ７ ４５

大０１ ３８３ 貞治四年十二月廿九日 １３６５０１２０２９０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４６
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左京大夫（安居院行知）（草
名）

徹翁（義亨）上人禅室 ／

左京大夫（安居院行知）（草
名）

徹翁（義亨）上人禅室 ／

左京大夫（安居院行知）（草
名）

徹翁（義亨）上人禅室 ／

範光〈判〉 小笠原源蔵人大夫殿 ／

増賢〈状〉 左中弁（藤原長宗）殿 ／

右中将公時（三条西） 義亨上人御房 ／

左少弁（広橋仲光）（草名） 祥山（仁禎）上人禅室 ／

左中辨（中御門宣方）（花
押）

徳禅寺長老 ／

下野前司（布施貞基）〈判〉
／〈飯尾濃州〉／沙弥（飯尾
貞元）

武田大膳大夫（信賢）殿 ／

弾正忠（布施英基）〈判〉／
大和守（飯尾元連）〈判〉

武田大膳大夫（國信）入道
殿

／

元泰（粟屋）（花押） 徳禅寺／尊答／侍者御中 ／

元泰（粟屋）（花押） 徳禅寺／尊報 ／

元泰（粟屋）（花押） 徳禅寺／貴報 ／

宗怡（花押） 徳禅寺／尊答 ／

勝吉（中村）（花押） 徳禅寺／御返報 ／

志加广〔摩〕吉久（花押） 宗運／まいる侍者御中 ／

家吉（志賀摩）（花押） 徳禅寺／御納所御報 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／尊報 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／参御同宿中 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／御返報 ／

宗運（花押） 徳禅寺／侍衣閣下 ／

宗運（花押） 拝答 徳禅寺／侍衣閣下 ／

宗運（花押） 徳禅寺／侍衣禅師 ／

勝吉（中村）（花押） 徳禅寺参／尊報 ／

家吉（志賀摩）（花押） 〈徳禅寺〉御納所／侍者御中 ／

勝忠（中村）（花押） 〈徳禅寺〉御納所／侍者御中 ／

勝忠（中村）（花押） 徳禅寺御納所まいる／御返
報

／

宗重（中村）（花押） 〈徳禅寺〉御納所中 ／

信豊（武田）（花押） 徳禅寺／御返報 ／

／

若州より／志賀广〔摩〕七
郎左衛門尉

〈徳禅寺〉御納所〈まいる〉 ／
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０１ ３８４ 貞治四年十二月廿九日 １３６５０１２０２９０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４７

大０１ ３８５ 貞治四年十二月廿九日 １３６５０１２０２９０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４８

大０１ ３８６ 貞治四年十二月廿九日 １３６５０１２０２９０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ４９

大０１ ３９０ 〔貞治六年〕七月十三日 １３６７００７０１３０若狭守護一色範光書状案 甲 ７ ５６

大０１ ３９３ （應安元年）後六月廿七
日

１３６８００６５２７０僧増賢挙状 甲 ７ ６０

大０１ ３９４ （年未詳）九月廿五日 ５５５５００９０２５０後光厳天皇綸旨 甲 ７ ６１

大０１ ３９５ （年未詳）九月十八日 ５５５５００９０１８０広橋仲光奉綸旨 甲 ７ ６２

大０１ ３９７ （應安六・七年）十一月
九日

５５５５０１１００９０後圓融天皇綸旨 甲 ７ ６４

大０１ ４０１ 長禄三年十一月七日 １４５９０１１００７０室町幕府奉行人連署奉書
案

甲 ７ ６８

大０１ ４０２ 文明八年四月十九日 １４７６００４０１９０室町幕府奉行人連署奉書
案

甲 ７ ７０

大０１ ４１４ （年未詳）十一月十六日 ５５５５０１１０１６０粟屋元泰書状 甲 ８ １４

大０１ ４１５ 〔永正十八年〕九月朔日 １５２１００９００１０粟屋元泰書状 甲 ８ １７

大０１ ４１６ 〔永正十八年〕九月朔日 １５２１００９００１０粟屋元泰書状 甲 ８ １９

大０１ ４１７ （年未詳）五月十日 ５５５５００５０１００笑鴎軒宗怡書状 甲 ８ ２１

大０１ ４２０ 〔大永二年〕九月廿七日 １５２２００９０２７０中村勝吉書状 甲 ８ ２９

大０１ ４２１ 〔大永二年〕十二月廿二
日

１５２２０１２０２２０志賀摩吉久書状 甲 ８ ３１

大０１ ４２２ （年未詳）九月十七日 ５５５５００９０１７０志賀摩家吉書状 甲 ８ ３３

大０１ ４２３ 〔大永三年〕十月十五日 １５２３０１００１５０粟屋元隆書状 甲 ８ ３５

大０１ ４２４ （年未詳）六月朔日 ５５５５００６００１０粟屋元隆書状 甲 ８ ３７

大０１ ４２５ （年未詳）九月十九日 ５５５５００９０１９０粟屋元隆書状 甲 ８ ３９

大０１ ４２６ 〔大永三年〕十月十六日 １５２３０１００１６０笑鴎軒宗運書状 甲 ８ ４１

大０１ ４２７ （年未詳）九月十六日 ５５５５００９０１６０笑鴎軒宗運書状 甲 ８ ４３

大０１ ４２８ 〔大永四年〕十月十八日 １５２４０１００１８０笑鴎軒宗運書状 甲 ８ ４５

大０１ ４２９ 〔大永四年〕拾月十八日 １５２４０１００１８０中村勝吉書状 甲 ８ ４７

大０１ ４３７ 〔天文三年〕九月十七日 １５３４００９０１７０志賀摩家吉書状 甲 ８ ６３

大０１ ４３８ 〔天文三年〕九月十七日 １５３４００９０１７０中村勝忠書状 甲 ８ ６５

大０１ ４３９ （年未詳）九月十九日 ５５５５００９０１９０中村勝忠書状 甲 ８ ６７

大０１ ４４０ （年未詳）五月十日 ５５５５００５０１００中村宗重書状 甲 ８ ６９

大０１ ４４９ （天文八年）十二月廿五
日

１５３９０１２０２５０武田信豊書状 甲 ８ ８７

大０１ ４５０ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０大徳寺領文書目録 甲 ８ ８９

大０１ ４５２ （年未詳）九月十七日 ５５５５００９０１７０志賀摩家吉書状封紙 甲 ８ ９３
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

在判 ／

／

藤原朝臣實盛〈判〉 ｛公野｝ 大０１―３４７号―２（後 欠）・大
０２―７１９号―１に別案文、

／

沙弥成観〈判〉／比丘尼覺忍
〈判〉

大０２―７１９号―２に別案文、 ／

判 大０２―７１９号―３に別案文、 ／

比丘尼生佛 大０１―３６４号―３・大０２―７１９号
―４に別案文、

／

公明（柳原） ／

公明（柳原） ／

公明（柳原） ／

／

藤原朝臣實盛〈判〉 ｛公野｝ 大０１―３４７号―２（後 欠）・大
０２―７１８号―１に別案文、

／

沙弥成観判／比丘尼覺忍判 大０２―７１８号―２に別案文、 ／

御判 大０２―７１８号―３に別案文、 ／

比丘尼生佛 大０１―３６４号―３、大０２―７１８号
―４に別案文、

／

〈季房〉左中弁（万里小路）
〈判〉

謹上 花山院前中納言（兼
信）殿

大０１―３３２号に正文、真０６―８４８
号に別案文、

／

／

／

元泰（粟屋）（花押） 〈徳禅寺尊答〉侍衣禅師 ／

元泰（粟屋）（花押） 徳禅寺／尊報 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／御報 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／御返報 ／

元隆（粟屋）（花押） 徳禅寺／尊報 ／

勝忠（中村）（花押） 徳禅寺〈貴報〉侍者御中 ／

足利義詮書状封紙を翻して
文書包紙として使用し「徳
禅寺領若狭国名田四个村守
護不入之御教書正文」と墨
書す、写真帳は書状封紙の
字面のみ、

／

138



刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
大０２ ７１７ 弘安十年六月 日 １２８７００６０５５０若狭名田庄田村寺地田畠

注文案
丙 １４ ５５

大０２ ７１８ ０ 若狭名田下庄内須恵野村
重書案

丙 １４ ５６

大０２ ７１８ １ 正安三年七月廿九日 １３０１００７０２９０三条実盛譲状案 丙 １４ ５６

大０２ ７１８ ２ 文保三年四月廿五日 １３１９００４０２５０沙弥成観等連署証文案 丙 １４ ５６

大０２ ７１８ ３ くゑんかう（元亨）二
年二月二日

１３２２００２００２０大納言三位局譲状抄書 丙 １４ ５７

大０２ ７１８ ４ 寶治二年四月 日 １２４８００４０５５０尼生仏譲状案 丙 １４ ５７

大０２ ７１８ ５「正中三」三月十一日 １３２６００３０１１０柳原公明奉書抄書 丙 １４ ５８

大０２ ７１８ ６（正中三年三月）同十四
日

１３２６００３０１４０柳原公明奉書抄書 丙 １４ ５８

大０２ ７１８ ７（正中三年三月）同十七
日

１３２６００３０１７０柳原公明奉書抄書 丙 １４ ５９

大０２ ７１９ ０ 若狭名田下庄内須惠野村
重書案

丙 １４ ６０

大０２ ７１９ １ 正安三年七月廿九日 １３０１００７０２９０三条実盛譲状案 丙 １４ ６０

大０２ ７１９ ２ 文保三年四月廿五日 １３１９００４０２５０沙弥成観等連署証文案 丙 １４ ６０

大０２ ７１９ ３ くゑんかう（元亨）二
年二月二日

１３２２００２００２０大納言三位局譲状抄書 丙 １４ ６０

大０２ ７１９ ４ 寶治二年四月 日 １２４８００４０５５０尼生仏譲状案 丙 １４ ６１

大０２ ７１９ ５ 嘉暦四年四月十一日 １３２９００４０１１０後醍醐天皇綸旨案 丙 １４ ６１

大０２ ７２０ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田庄相伝系図 丙 １４ ６２

大０２ ７２１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田下庄内須恵野村
相伝系図

丙 １４ ６３

大０２ ７２５ （永正十三年）八月廿八
日

１５１６００８０２８０粟屋元泰書状 丙 １４ ７０

大０２ ７２６ 〔永正十七年〕十月廿二
日

１５２００１００２２０粟屋元泰書状 丙 １４ ７２

大０２ ７２７ （年未詳）十月十六日 ５５５５０１００１６０粟屋元隆書状 丙 １４ ７４

大０２ ７２８ 〔大永四年〕十月十八日 １５２４０１００１８０粟屋元隆書状 丙 １４ ７６

大０２ ７２９ （享禄元年）閏九月十一
日

１５２８００９５１１０粟屋元隆書状 丙 １４ ７８

大０２ ７３０ （年未詳）九月十八日 ５５５５００９０１８０中村勝忠書状 丙 １４ ８０

大１３３３０２ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０足利義詮書状封紙 箱外 ７４ ５３
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

若狭国名田庄知見村雜掌 真０３０

観空（安居院実忠）〈在判〉｛へたうのすけ（別当典侍）
との｝

大０１―３５４号―８に別案文、 未

実盛（三条）〈在判〉 大０１―３５４号―１１に別案文、 未

宗陳（古渓）／紹薫（督宗）
／宗�（笑 嶺）／宗 順（和
渓）

丹羽五郎左衛門尉（長秀）
殿

真１２４

家吉（中村）（花押） 宗雲 御返報 真０５―６７１号に封紙か、 真０７１

中村七郎右衛門尉／家吉 宗雲〈参〉 御報 真０５―６７０号の封紙か、 真０７２

未

宗怡（花押） 徳禅寺／尊答 真０５３

宗重（中村）（花押） 御納所禅師 真０５４

宗重〔中村〕（花押） 徳禅寺／御納所 尊答 真０５５

宗重〔中村〕（花押） 徳禅寺納所禅師〈御中〉 真０５６

宗重〔中村〕（花押） 徳禅寺／納所禅師〈足下〉 真０５７

宗重〔中村〕（花押） 徳禅寺納所〈参〉 真０５８

宗重（中村）（花押） 徳禅寺〈参〉／侍者御中 真０５９

笑�院／宗運 拜答 徳禅寺／侍者禅師 真０５―６８２号の封紙か、 真０６２

宗運（花押） 徳禅寺侍者禅師／尊答 真０５―６８１号に封紙か、 真０６１

中村對馬入道／宗重 徳禅寺〈参〉尊答 真０５―６８４号の封紙か、 真０６１

宗重（中村）（花押） 徳禅寺／参 尊答 真０５―６８３号の封紙か、 真０６２

勝吉〔中村〕 徳禅寺／尊答 真０６３

宗運（花押） 徳禅寺／侍衣禅師 真０６４

宗運（花押） 徳禅寺納所／看寮禅師 真０６５

勝吉〔中村〕（花押） 得禅寺／御納所御報 真０６６

勝吉〔中村〕（花押） 得禅寺御納所〈参〉／御返報 真０６７

宗運（花押） 徳禅寺／納所禅師〈足下〉 真０６８

勝吉〔中村〕（花押） 徳禅寺参人々御中 真０７０

勝忠〔中村〕（花押） 徳禅寺／参尊報 真０７４
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１－� 真珠庵文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
真０５ ６３７ ０ 藤原氏女（大炊御門実綱

後室）雑掌重陳状并具書
案（中欠）

己 ３０ １

真０５ ６３７ １ 観應二年七月 日 １３５１００７０５５０若狭名田庄知見村雑掌重
陳状

己 ３０ １

真０５ ６３７ ２ 文永四年十二月廿六日 １２６７０１２０２６０観空（安居院実忠）譲状
案

己 ３０ ４

真０５ ６３７ ３ 正應二年〔十月脱〕十
三日

１２８９０１００１３０三条実盛避状案 己 ３０ ４

真０５ ６６７ （年未詳）三月廿六日 ５５５５００３０２６０大徳寺住持塔主等連署書
状案

己 ３２ ５７

真０５ ６７０ （年未詳）十二月五日 ５５５５０１２００５０中村家吉書状（切紙） 己 ３２ ６９

真０５ ６７１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０中村家吉書状封紙 己 ３２ ７０

真０５ ６７３ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭栗屋氏・中村氏書状
等包紙

己 ３０ ５９

真０５ ６７４ （年未詳）十月廿六日 ５５５５０１００２６０笑�軒宗怡書状（切紙） 己 ３０ ５８

真０５ ６７５ （永正十二年）九月十六
日

１５１５００９０１６０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ３９

真０５ ６７６ （永正十三年）九月二日 １５１６００９００２０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ３５

真０５ ６７７ （年未詳）十月廿八日 ５５５５０１００２８０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ５５

真０５ ６７８ （年未詳）十月廿九日 ５５５５０１００２９０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ５４

真０５ ６７９ （年未詳）十月廿九日 ５５５５０１００２９０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ３４

真０５ ６８０ （年未詳）霜月十五日 ５５５５０１１０１５０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ５１

真０５ ６８１ 「永正十六年」（十月廿
一日？）

１５１９０１００２１０笑�院宗運書状封紙 己 ３０ ３３

真０５ ６８２ （永正十六年？）十月廿
一日

１５１９０１００２１０笑�院宗運書状（切紙） 己 ３０ ４０

真０５ ６８３ 「永正十六年」（十月廿
五日？）

１５１９０１００２５０中村宗重書状封紙 己 ３０ ４０

真０５ ６８４ （永正十六年？）拾月廿
五日

１５１９０１００２５０中村宗重書状（切紙） 己 ３０ ３３

真０５ ６８５ 〔永正十七年〕十月廿三
日

１５２００１００２３０中村勝吉書状（切紙） 己 ３０ ３６

真０５ ６８６ 〔永正十七年〕十月廿四
日

１５２００１００２４０笑�院宗運書状（切紙） 己 ３０ ５２

真０５ ６８７ （年未詳）十月廿六日 ５５５５０１００２６０笑�院宗運書状（切紙） 己 ３０ ４７

真０５ ６８８ 〔永正八年〕八月晦日 １５１１００８０３１０中村勝吉書状（切紙） 己 ３０ ３１

真０５ ６８９ 〔大永三年〕十月十五日 １５２３０１００１５０中村勝吉書状（切紙） 己 ３０ ５７

真０５ ６９０ （大永四年？）十月十八
日

１５２４０１００１８０笑�院宗運（鰥齋）書状
（切紙）

己 ３０ ４１

真０５ ６９１ （年未詳）十月十六日 ５５５５０１００１６０中村勝吉書状（切紙） 己 ３０ ５０

真０５ ６９２ （享禄元年）閏九月十一
日

１５２８００９５１１０中村勝忠書状（切紙） 己 ３０ ４９
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元隆〔粟屋〕（花押） 徳禅寺／尊報 真０７５

元隆〔粟屋〕（花押） 徳禅寺御納所／御返報 真０７６

勝忠〔中村〕（花押） 徳禅寺／御納所／尊報 真０７７

未

覚圓（花山院兼信） ｛御塔頭〈侍者〉｝ 未

真００５

納所左兵衛尉親清（花押） 真０１０

忠弘（花押） 真０２９

納所國治（花押） 真０３２

未

真００３

藤原朝臣（三条実盛）〈判〉 真００３

あましんけ（尼信解）〈判〉 真００２

ふちわらのうちの女（藤原
氏女、観世々）〈判〉

真００６

〈日野ノ〉権中納言（日野資
明）〈判〉

侍従阿闍梨御房 真０１７

散位（上杉朝定）〈御判〉 青孫四郎入道（盛喜）殿 真０２０

源親直（出浦）〈請文／裏
判〉

進上 御奉行所 真０２１

沙弥盛喜〔青〕〈請文／裏
判〉

進上 御奉行所 真０２３

御判（足利義詮） 左京権大夫（斯波家兼）殿 真０３１

真０５―７４５号―２を翻し包紙と
して利用、

真０４５

真０４５

右中弁行知（安居院） 謹上 三条中将殿 真０３４

右中弁行知（安居院） 徹翁（義亨）上人禅室 未

右中弁行知（安居院） 謹上 三条中将殿 真０３５

右中弁行知（安居院） 謹上 三条中将殿 真０３６

右中弁行知（安居院） 謹上 蔵人少輔殿 真０３７
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真０５ ６９３ （年未詳）九月十八日 ５５５５００９０１８０粟屋元隆書状（切紙） 己 ３０ ３０

真０５ ６９４ （年未詳）拾月九日 ５５５５０１０００９０粟屋元隆書状（切紙） 己 ３０ ５３

真０５ ６９５ （年未詳）拾月九日 ５５５５０１０００９０中村勝忠書状（切紙） 己 ３０ ５６

真０５ ６９６ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘文書等附箋 己 ３０ ７

真０５ ７１５ 「延文五」／壬四月廿日 １３６０００４５２００覚円（花山院兼信）書状 己 ３０ ６７

真０５ ７１７ 弘安五年二月日 １２８２００２０５５０若狭名田荘田村国次名所
当注文

己 ３３ ４７

真０５ ７１８ 元弘貮年三月十六日 １３３２００３０１６０蓮華王院納所香米銭請取
状

己 ３０ ６３

真０５ ７１９ くわんをう（観応）二
年六月五日

１３５１００６００５０若狭名田荘田村上葉銭算
用状

己 ３０ ６１

真０５ ７２０ 文和四年正月十一日 １３５５００１０１１０蓮華王院納所修正料菓子
等請取状

己 ３０ ６９

真０５ ７４３ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘証文包紙 未

真０５ ７４４ ０ 若狭名田荘坂本村支証文
書案

己 ３１ ２５

真０５ ７４４ １（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭国名田荘坂本村相伝
系図案

己 ３１ ２５

真０５ ７４４ ２ 弘安三年九月十五日 １２８０００９０１５０三条実盛名田庄坂本村売
券案

己 ３１ ２５

真０５ ７４４ ３ こうあん三年九月二日 １２８０００９００２０尼信解若狭名田荘坂本村
去状案

己 ３１ ２５

真０５ ７４４ ４ 正おう五年八月十七日 １２９２００８０１７０藤原氏女（観世々）若狭
名田荘坂本村譲状案

己 ３１ ２６

真０５ ７４４ ５ 建武四年三月一日 １３３７００３００１０光厳上皇院宣案 己 ３１ ２６

真０５ ７４４ ６ 貞和三年八月八日 １３４７００８００８０室町幕府引付頭人奉書案 己 ３１ ２７

真０５ ７４４ ７ 貞和三年九月三日 １３４７００９００３０出浦親直請文案 己 ３１ ２７

真０５ ７４４ ８ 貞和三年九月十二日 １３４７００９０１２０沙弥盛喜（青）請文案 己 ３１ ２８

真０５ ７４４ ９ 觀應三年九月六日 １３５２００９００６０足利義詮御判御教書案 己 ３１ ２９

真０５ ７４５ ０ ５５５５０５５０５５０若狭名田荘相伝系図并紙
背包紙

己 ３１ ３０

真０５ ７４５ １（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０京都四条猪熊地文書包紙 己 ３１ ３０

真０５ ７４５ ２（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘相伝系図 己 ３１ ３１

真０５ ７４６ ０ 若狭名田荘田村知行安堵
綸旨案

己 ３１ ３２

真０５ ７４６ １（康安二年）八月十日 １３６２００８０１００後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３２

真０５ ７４６ ２（康安二年）八月十日 １３６２００８０１００後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３２

真０５ ７４６ ３（康安二年）九月六日 １３６２００９００６０後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３３

真０５ ７４６ ４（貞治元年）十月十三日 １３６２０１００１３０後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３３

真０５ ７４６ ５（貞治元年）十一月十日 １３６２０１１０１００後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３３
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右中弁行知（安居院） 謹上 蔵人少輔殿 真０３８

右中弁行知（安居院） 謹上 蔵人権大輔殿 真０３９

大納言阿闍梨坊雜掌 真０２５

賢家（粟屋）（花押） 徳禅寺／参 尊答 真０６０

國家（粟屋）（花押） 宗運〈参〉 侍者禅師 真０７３

未

優阿弥（花押）／しやうゑん
（花押）／清秀（花押）

真０２７

真０２８

〈御奉行布施〉下野前司（貞
基）〈判〉／〈飯尾濃州〉沙弥
（貞元）〈判〉

武田大膳大夫（信賢）殿 未

自若州／宗運 徳禅寺納所／看寮禅師〈尊
答〉

真０６９

法橋頼全（花押）／修理奉行
阿闍梨純性（花押）

真００８

納所親清（花押） 真００９

兵士所左衛門尉國親（花押） 真０１６

兵士所親清（花押） 真０１１

兵士所左衛門尉國親（花押）、
○次行にあり、

真０１５

真０４８

真０４６

真０４４

未

真０４７

真０４１

真０４３

真０２６

若狭守藤原隆信の外題あり、 真００１

番頭右近允（花押）／惣百姓
右馬允（花押）／番頭行阿弥
（花押）

真０４０

144



刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
真０５ ７４６ ６（貞治元年）十一月廿四

日
１３６２０１１０２４０後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３４

真０５ ７４６ ７（貞治二年）後正月六日 １３６２００１５０６０後光厳天皇綸旨案 己 ３１ ３５

真０５ ７４７ 観応元年五月 日 １３５０００５０５５０大納言阿闍梨坊雑掌目安 己 ３１ ２３

真０６ ７５４ （年未詳）三月七日 ５５５５００３００７０粟屋賢家書状（封紙欠） 己 ３１ ３６

真０６ ７５５ （年未詳）五月十九日 ５５５５００５０１９０粟屋国家書状（封紙欠） 己 ３１ ４３

真０６ ７５７ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘重書包紙 未

真０６ ７７２ 觀應元年十二月十三日 １３５００１２０１３０若狭国名田荘田村水損河
成注進状

己 ３１ ７５

真０６ ７７３ 観応二年二月廿八日 １３５１００２０２８０若狭国名田荘田村年貢米
散用状

己 ３３ ４１

真０６ ７７４ 長禄三年十一月七日 １４５９０１１００７０室町幕府奉行人連署奉書
案

己 ３１ ６８

真０６ ７７５ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０笑鴎院宗運書状封紙 未

真０６ ７９８ 元�貮年十二月廿七日 １３３００１２０２７０蓮華王院領若狭国名田荘
役金堂修理用途請取状

己 ３２ ４

真０６ ７９９ 元徳参年正月十日 １３３１００１０１００蓮華王院領若狭国名田荘
役修正料菓子・松等請取
状

己 ３２ ２

真０６ ８００ 建武元年正月五日 １３３４００１００５０蓮華王院領若狭国名田荘
役四月兵士布請取状

己 ３２ ６

真０６ ８０１ 元弘貮年四月廿三日 １３３２００４０２３０蓮華王院領若狭国名田荘
役四月兵士布請取状（竪
切紙）

己 ３２ ７

真０６ ８０２ 元弘参年六月廿一日 １３３３００６０２１０蓮華王院領若狭国名田荘
役四月兵士布請取状

己 ３２ ８

真０６ ８０６ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘須恵野村相伝
系図

己 ３２ １７

真０６ ８０７ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘知見村相伝系
図

己 ３２ １９

真０６ ８０８ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘相伝系図 己 ３２ ２０

真０６ ８０９ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘相伝系図 己 ３２ ２１

真０６ ８１０ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘知見村相伝系
図

己 ３２ ２３

真０６ ８１１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘田村損田注文 己 ３２ ２４

真０６ ８１４ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘相伝系図 己 ３２ ２６

真０６ ８１５ 〔觀應元年九月 日〕 １３５０００９０５５０若狭名田荘田村河成注進
状（後欠）

己 ３２ ２８

真０６ ８１６ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田郷内御領立券注
進状（後欠）

己 ３２ ３０

真０６ ８１７ ちやうち五年十二月
日

１３６６０１２０５５０若狭名田荘田村番頭百姓
年貢預リ状

己 ３２ ３１
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真０１４

真０１３

貞治〔進藤〕（花押） ｛慶首座｝ 真０８０

僧増賢〈状〉 進上 安居院（行知）殿 真０３３

忠弘（花押） 真０２４

真０４２

真０１９

源内（花押）／次郎太夫（花
押）／馬允（花押）／九郎次
郎（花押）／沙弥佛通（花
押）／下司（花押）

真０１９

真０１９

｛武（武田）／彦（彦次郎信
豊）｝

霜臺（六角定頼）／申給へ 真０８４

智嚴（花押） 拜覆 徳禅寺〈侍衣閣下〉 真０７８

智嚴（花押） ｛〈徳禅寺〉納所 免僧 禅
師｝

真０８１

寿文（花押） ｛拜呈 徳禅寺禅室〈侍衣閣
下〉｝

真０７９

〈瑞 峯 院〉宗 俶（春 林）／
〈興 臨 院〉宗 胃（清 庵）／
〈陽｛養｝徳 院〉宗 條（玉
堂）／〈龍源院〉宗九（徹岫）
／〈如意庵〉宗慶（雲叔）／
〈栽松軒〉宗顕（江隠）／〈塔
主〉宗用（大歇）

閑嘯軒／几右 真０８３

梵伎（花押） 拾雲軒 返命 真０８２

忠弘（花押） 真０２２

〈季房（万里小路）〉左中弁
〈弁〉

謹上 花山院前中納言（兼
信）殿

大０１―３３２号に正文、大０２―７１９
号―５に別案文、

真００７

真００４

権大僧都教承 謹々上 藤中納言（柳原資
明）殿

真０１８

納所親清（花押） 真０１２
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
真０６ ８１９ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘文書目録案 己 ３２ ３３

真０６ ８２３ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘守延名所当注
文

己 ３２ ４０

真０６ ８２４ （天文八年）十二月十五
日

１５３９０１２０１５０進藤貞治書状 己 ３２ ４１

真０６ ８２６ （年未詳）七月廿四日 ５５５５００７０２４０僧増賢挙状 己 ３２ ４４

真０６ ８２８ 貞和四年九月六日 １３４８００９００６０若狭名田荘田村年貢算用
状

己 ３２ ４８

真０６ ８３２ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭名田荘田村預所得分
注文

己 ３２ ７９

真０６ ８３４ ０ 若狭名田荘田村注進状等 己 ３３ １

真０６ ８３４ １〔正中貮年〈乙／丑〉九
〔月脱〕十九 日〕

１３２５００９０１９０若狭名田荘田村別所名等
年貢公事注進状

己 ３３ ２

真０６ ８３４ ２ 貞和貮年十一月廿八日 １３４６０１１０２８０若狭名田荘田村下司百姓
等連署起請文

己 ３３ ３

真０６ ８３４ ３ 貞和二年十一月 日 １３４６０１１０５５０若狭名田荘田村小野名年
貢公事注文

己 ３３ ５

真０６ ８３７ （天文八年十二月？） １５３９０１２０５５０武田信豊書状等包紙 己 ３３ ２９

真０６ ８３８ （天文八年十一月） １５３９０１１０５５０武田信豊書状 己 ３３ ３８

真０６ ８３９ （天文八年）仲冬念八日 １５３９０１１０２８０普明院智厳書状（切紙） 己 ３３ ３３

真０６ ８４０ （天文八年）十二月晦日 １５３９０１２０３１０普明院智厳書状 己 ３３ ３４

真０６ ８４１ （天文八年）十二月十五
日

１５３９０１２０１５０慈光院寿文書状 己 ３３ ３０

真０６ ８４２ （天文八年）八月十日 １５３９００８０１００大徳寺塔主等連署書状案 己 ３３ ３７

真０６ ８４３ （天文八年）六月八日 １５３９００６００８０閑嘯軒梵伎書状（切紙） 己 ３３ ３２

真０６ ８４５ 貞和三年九月六日 １３４７００９００６０若狭名田荘田村上葉銭結
解状

己 ３３ ４４

真０６ ８４８ 嘉暦四年四月十一日 １３２９００４０１１０後醍醐天皇綸旨案（竪切
紙）

己 ３３ ４９

真０６ ８５０ 〔弘安三年〕（月日 未
詳）

１２８００５５０５５０若狭名田荘則重名検注帳
注文

己 ３３ ５２

真９９未刊 「康永三」四月廿三日 １３４４００４０２３０権大僧都教承書状 以 ２７ ５２

真９９未刊 正慶元年九月十七日 １３３２００９０１７０蓮華王院納所御香代用途
請取状

以 ２７ ６９
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

散位藤原朝臣（花押）／阿波
権守中原朝臣（花押）／目代
大膳少進紀朝臣（花押）

名田村 徳００１

大介藤原朝臣（重家）（花
押）

留守所 徳００２

散位藤原朝臣（花押）／阿波
権守中原朝臣（花押）／目代
大膳進紀朝臣（花押）

當岐・三重両村 徳００３

□□□〔左馬権〕頭兼太皇
大后宮権大進大介平朝臣
（花押）

留守所 ０６裏―５０４―１の第二紙は０６表
―２１９の右上に接続、

徳００４

惣大判官代散位藤原（花押）
／阿波権守中原朝臣（花押）
／目代散位惟宗朝臣（花押）

名田村 ０６裏―４８６・０６表―２１７・０６裏―
５０４－１が接続、

徳００５

陸奥守平朝臣（大仏宗宣）
判／相模守平朝臣（北条貞
時）判

徳００６

頼藤（葉室） 進上 前左馬権頭殿 徳００７

〈了隆父筆〉左衛門尉忠俊
〈□〉

謹上 修理亮殿 徳００８

右衛門督資明（柳原） 大炊御門中将（季綱）殿 ０８裏―６９５―１・０８裏―６９６―２
が接続、

徳００９

権左少辨國俊（吉田） 進上 花山院前中納言（兼
信）殿

徳０１０

国俊（吉田） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

徳０１１

権大僧都教承 謹々上藤中納言（柳原資
明）殿

徳０１２

散位（上杉朝定）（花押） 出浦彦四郎（親直）殿 徳０１３

源親直（出浦）〈請文〉（裏
花押）

徳０１４

右衛門尉重藤 謹上 阿賀宇（藤原清季）
殿

徳０１５

権大納言隆蔭（四条） 大納言阿闍梨御房 徳０１６

中納言資明（柳原） 因幡守殿 ０８裏―６８８・０８裏―６９５―２が接
続、

徳０１７

権大納言隆蔭（四条） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

徳０１８

隆蔭（四条） 謹上 花山院中納言入道
（覚円、花山院兼信）殿

徳０１９

治部卿（藤原有範）（花押） 福昌寺長老 徳０２０
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

永暦二年三月六日 １１６１００３００６０若狭国留守所下文 ０６裏 ４９５

永暦二年四月 日 １１６１００４０５５０若狭国司庁宣 ０６裏 ４９２

永暦二年四月十三日 １１６１００４０１３０若狭国留守所下文 ０６裏 ４８５

應保元年十一月 日 １１６１０１１０５５０若狭国司庁宣 ０６表 ２１９

應保元年十一月廿一日 １１６１０１１０２１０若狭国留守所下文 ０６裏 ４８６

永仁五年壬十月□日 １２９７０１０５５５０関東下知状案 ０８裏 ６９７

延慶三年七月十一日 １３１０００７０１１０伏見上皇院宣 ０８裏 ６９４

元亨三年十一月廿四日 １３２３０１１０２４０大炊御門実綱家御教書 ０８表 ６６６

「暦广三」七月廿八日 １３４０００７０２８０光厳上皇院宣 ０８裏 ６９５

（年未詳）八月十一日 ５５５５００８０１１０光厳上皇院宣 ０８裏 ６８７

（年未詳）八月十六日 ５５５５００８０１６０光厳上皇院宣 ０８裏 ６８６

（康永三年？）十二月十
四日

１３４４０１２０１４０権大僧都教承書状 ０８表 ６７４

貞和三年八月八日 １３４７００８００８０室町幕府引付頭人（上杉
朝定）奉書

０８表 ６６８

貞和三年八月廿二日 １３４７００８０２２０出浦親直請文 ０８表 ６９２

０ １３４９００６００７０若狭国名田荘坂本村并和
多田村河手関係院宣案

０８表 ６７１

１（貞和五年）六月七日 １３４９００６００７０光厳上皇院宣案 ０８表 ６７１

２（貞和五年）六月七日 １３４９００６００７０光厳上皇院宣案 ０８表 ６７１

（年未詳）三月六日 ５５５５００３００６０光厳上皇院宣 ０８裏 ６８８

（観応元年）五月十五日 １３５０００５０１５０光厳上皇院宣案 ０８表 ６６３

（年未詳）十一月十二日 ５５５５０１１０１２０光厳上皇院宣案 ０６裏 ５０５

観應二年五月廿日 １３５１００５０２００室町幕府禅律方頭人（藤
原有範）奉書

０８表 ６７３
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

左少将季光（大炊御門） 謹上 吉田前中納言（国
俊）殿

徳０２１

覚円（花山院兼信）〈判〉 大３７３号―２に別案文、 未

覚円 大３７３号―３に別案文、 徳０２２

義亨 千本殿 大３７３号―４に別案文、 徳０２３

徳０７裏―６１１・０７裏―６０９が 僅
かの欠損を挟んで上下に接
続、

徹翁[ ]禅室 徳０７裏―６１１・０７裏―６０９が 僅
かの欠損を挟んで上下に接
続、

徳０２４

進上 右□□〔大将〕（西園
寺実俊）殿

徳０７裏―６１１・０７裏―６０９が 僅
かの欠損を挟んで上下に接
続、

徳０２５

謹上 鎌倉宰相中将（足利
義詮）殿

徳０７裏―６１１・０７裏―６０９が 僅
かの欠損を挟んで上下に接
続、大０１―１６１号に正文、

徳０２６

徳０７裏―６１１・０７裏―６０９が 僅
かの欠損を挟んで上下に接
続、冒頭の一行「□□〔若
狭〕國 名 田□〔庄 カ〕田
村」のみ存す、

未

謹上 花山院中[ ]（兼信） 徳０７裏―６１０の第一紙・０７裏―
６０８の第一紙が上下に接続、
光厳上皇院宣または後光厳
天皇の綸旨ならん、

徳０２７

徳０８表―６８０・０８裏―６８２・０８
表―６７８が接続、

徳０２８

藤原朝臣（三条実盛）〈判〉
○袖にあり、侍従藤原朝臣
〈判〉〈嫡子公久〉／藤原氏女
〈判〉〈公久母儀／實盛卿室
家〉

｛藤原氏女｝ 徳０８表―６８０・０８裏―６８２・０８
表―６７８が接続、

徳０２８

沙門静舜（花押）／にんくう
（花押）

徳０８表―６８０・０８裏―６８２・０８
表―６７８が接続、

徳０２８

左中辨平行知（安居院） 進上 右大将（西園寺実
俊）殿

徳０６表―２２２に裏紙、 徳０２９

右大将実俊（西園寺） 謹上 鎌倉大納言（足利義
詮）殿

徳０３０

右大将実俊（西園寺） 謹上 鎌倉大納言（足利義
詮）殿

徳０３１
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

（年未詳）七月十九日 ５５５５００７０１９０大炊御門季光書状 ０８裏 ６９０

０ 若狭国名田荘田村関係文
書案

０６裏 ４８３

１ 延文五年〈庚／子〉四
月廿五日

１３６０００４０２５０花山院覚円（兼信）譲状
案

０６裏 ４８３

２（延文五年）後四月十三
日

１３６０００４５１３０花山院覚円（兼信）譲状
案

０６裏 ４８３

３（延文五年）壬四月十三
日

１３６０００４５１３０義亨（徹翁）返状案 ０６裏 ４８３

０ 若狭国名田荘田村・下村
関係文書案

０７裏 ６１１

１ 延文□〔五〕年後四月
［ ］

１３６０００４０５５０後光厳天皇綸旨案 ０７裏 ６１１

２（年未詳）十一月〔月〕
六日

５５５５０１１００６０後光厳天皇綸旨案 ０７裏 ６１１

３（年未詳）十一□〔月〕
七日

５５５５０１１００７０西園寺実俊書状案 ０７裏 ６１１

４（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０若狭国名田荘田村関係文
書案断簡

０７裏 ６１１

（年未詳）［ ］月［ ］ ５５５５０５５０５５０某奉書 ０７裏 ６１０

０ 三条実盛譲状案并沙門静
舜等避状

０８表 ６８０

１ 弘 安 十 年〈歳 次／丁
亥〉十二月廿四日

１２８７０１２０２４０三条実盛譲状案 ０８表 ６８０

２ 貞治貮年四月十七日 １３６３００４０１７０沙門静舜等避状 ０８表 ６７８

（貞治二年）十一月五日 １３６３０１１００５０後光厳天皇綸旨 ０６表 ２２１

〔貞治二年〕十一月十日 １３６３０１１０１００武家執奏西園寺実俊書状 ０６表 ２１１

（貞治二年）十一月廿日 １３６３０１１０２００武家執奏西園寺実俊書状 ０８裏 ６８３
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

時光（日野） 徳０８表―６７６・０８表―６６７が 接
続、

徳０３２

内大臣（西園寺実俊）（花
押）

鎌倉大納言（足利義詮）殿 徳０８裏―７００・０８裏―６９６―１が
接続、

徳０３３

右少辨仲光（広橋） 謹上 頭中将殿 徳０８表―６６９・０８表―６７７―２が
接続、

徳０３４

徳０３表―３０７・０３裏―３６２―２が
上下に接続、

徳０３５

若狭國名田庄内田村雜掌頼
俊

徳０６裏―４９９・０６裏―４８１が 接
続、

徳０３６

大徳寺雜掌 徳０３７

実盛（三条）〈在御判〉 別當のすけとのへ 大３５４号―１０・真６３７号―３に
別案文、

未

差 出 宛 所 備 考 県史番号

（花押）（足利義持） 三宝院前大僧正（満済）御
房

分類番号；０１函―０６―０６、 醍０８２

足利義教の袖判あり、押紙
「普広院殿安堵目録御判」、
分類番号；０１函―０７―０３、

未

足利義政の袖判あり、押紙
「慈照院殿惣目録」、分類番
号；０１函―０９―０２、

醍１５０

押紙「慈照院殿惣御目録」、
分類番号；０１函―１０―０１、

醍０８９

押紙「一惣目録、一通、普
広院殿安堵御判、一通、合
弐通」、分類番号；０１函―１３―
０１、

未

袖に「〈普廣院殿（足利義
教）〉御袖判」とあり、分類
番号；１５函―３２、

未

袖に「〈普廣院殿様（足利義
教）〉御袖判」とあり、分類
番号；１５函―３３、

未
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

「貞治三」十月廿四日 １３６４０１００２４０日野時光書状 ０８表 ６６６

（貞治三年？）四月二日 １３６４００４００２０武家執奏西園寺実俊施行
状

０８裏 ７００

（年未詳）八月十六日 ５５５５００８０１６０弾正親王（邦省）庁令旨 ０８表 ６６９

（貞治六年）（月日 未
詳）

１３６７０５５０５５０徳禅寺雑掌目安案 ０３表 ３０７

應安元年八月 日 １３６８００８０５５０若狭国名田荘内田村雑掌
頼俊申状

０６裏 ４９９

（年月日未詳） ５５５５０５５０５５０大徳寺雑掌寺領注文案 ０３裏 ３４２

正應二年十月十三日 １２８９０１００１３０三条実盛避状案 ０８裏 ６６５

２．醍醐寺文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
醍０１ ８８ 應永廿五年七月十日 １４１８００７０１００足利義持自筆書状 １ ２ ７

醍０１ １１１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０醍醐寺方管領諸門跡等所
領目録

１ ２ ３４

醍０１ １２１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０醍醐寺方管領諸門跡等所
領目録

１ ２ ５１

醍０１ １２３ 文安六年四月十一日 １４４９００４０１１０三宝院門跡管領諸職諸領
目録

１ ２ ６０

醍０１ １４０ 〔正長二年七月二日〕 １４２９００７００２０醍醐寺方管領諸門跡等所
領目録案

１ ２ ８５

醍１０２３４４ ２〔正長二年〕 １４２９０５５０５５０三宝院管領所職所領目録
案

１５ 乾 ８５

醍１０２３４５ ２（正長二年） １４２９０５５０５５０三宝院管領所職所領目録
案

１５ 乾 ９１
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

前丹後守（松田長秀）〈判〉
／中務大輔〈判〉

武田大膳大夫（元信）殿 土０１１

差 出 宛 所 備 考 県史番号

右大弁（坊城俊冬）〈判〉 縫殿頭（土御門有世）殿 東京大学史料編纂所所蔵影
写本『土御門文書』２冊―１４
丁（以下、影写本２―１４丁の
ように略記）所収、

土００３

沙弥（白井行胤）（花押）／
右衛門尉（斎藤五郎右衛門
尉）（花押）

影写本２―３０丁所収、 土００６

長方 兩奉行御中 本文書及び寛正六年三月二
日「室町幕府奉行人連署奉
書案」を折紙の上下に写す、

土００７

親 基（斎 藤）〈判〉／之 種
（飯尾）〈判〉

武田大膳大夫（信賢）殿 写真帳１０丁（上段）に別案
文、

土００８

親 基（斎 藤）〈判〉／之 種
（飯尾）〈判〉

武田大膳大夫（信賢）殿 本文書と次号文書を折紙の
上下に写す、写真帳９丁に
別案文、

未

栄長 粟屋九郎左衛門尉殿 本文書と前号文書を折紙の
上下に写す、若杉家文書１８
号に別案文、

未

貞 有（飯 尾）〈判〉／秀 興
（松田）〈判〉

武田大膳大夫（国信）殿 土００９

貞 有（飯 尾）〈判〉／英 基
（布施）〈判〉

武田大膳大夫（国信）殿 若杉家文書２３号に正文、 未

元 定（清）（花 押）／為 信
（飯 尾）（花 押）／英 基（布
施）（花押）

武田大膳大夫（国信）殿 写真帳１５丁に案文、 土０１０

元 定（清）判／為 信（飯
尾）判／英基（布施）判

武田大膳大夫（国信）殿 写真帳１４丁に正文、 未

之秀（飯尾）判／基雄（斎
藤）判／政親（摂津）判

武田大膳大夫（元信）殿 土０１５

頼興（松田）判／秀俊（松
田）判／貞運（飯尾）判／
元造（摂津）判

武田伊豆守（元光）殿 写真帳２９丁に正文、写真帳
２８丁に別案文、

未

頼興（松田）判／秀俊（松
田）判／貞運（飯尾）判／
元造（摂津）判

武田伊豆守（元光）殿 写真帳２９丁に正文、写真帳
２７丁に別案文、

未

頼興（松田）（花押）／秀俊
（松 田）（花 押）／貞 運（飯
尾）（花押）／元造（摂津）
（花押）

武田伊豆守（元光）殿 写真帳２７丁・２８丁に案文、 土０１７
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３－� 土御門家文書
�宮内庁書陵部所蔵「即位関係文書」（土―８９）
刊本文書番号

和 暦 西 暦 文 書 名
写真帳冊次

冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
文亀元年閏六月廿六日 １５０１００６５２６０室町幕府奉行人連署奉書

案（折紙）

�宮内庁書陵部所蔵「土御門家文書」（土―１０５）
刊本文書番号

和 暦 西 暦 文 書 名
写真帳冊次

冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
文和二年十一月十五日 １３５３０１１０１５０後光厳天皇綸旨案 �

貞治五年九月廿一日 １３６６００９０２１０室町幕府奉行人連署打渡
状

�

永徳三〈癸／未〔亥〕〉
／十月十五日

１３８３０１００１５０長方奉書案（折紙） �

文明二／八月廿五日 １４７０００８０２５０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

文明二／八月廿五日 １４７０００８０２５０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

文正元／七月十七日 １４６６００７０１７０武田氏奉行人奉書案（折
紙）

�

文明五／十一月廿五日 １４７３０１１０２５０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

文明八／九月十八日 １４７６００９０１８０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

「文明八」／十月七日 １４７６０１０００７０室町幕府奉行人連署奉書
（折紙）

�

文明八／十月七日 １４７６０１０００７０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

	

永正七／十二月十三日 １５１００１２０１３０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）




大永元／十二月十日 １５２１０１２０１００室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

大永元／十二月十日 １５２１０１２０１００室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

�

「大永元」／十二月十日 １５２１０１２０１００室町幕府奉行人連署奉書
（折紙）
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

（花押）○附箋「四条大納言
隆蔭卿」

前大炊権助殿 影写本２―１０丁所収、 土００１

左少弁（花押） 前□□〔大炊ヵ〕頭殿 影写本２―７９丁所収、若杉家
文書６６号に案文、

土００２

右大辨（坊城俊冬）（花押） 縫殿頭（土御門有世）殿 影写本２―１６丁所収、２０丁に
裏紙、１８丁に案文、

土００４

〈俊冬朝臣〉右大辨（坊城俊
冬）

縫殿頭（土御門有世）殿 影写本２―１８丁所収、１６丁・
２０丁に正文、

未

〔右大辨（坊 城 俊 冬）（花
押）〕

〔縫殿頭（土御門有世）殿〕 影写本２―２０丁所収、１６丁に
本紙、１８丁に案文、

土００４

左兵衛佐（吉良満貞）（花
押）

民部少輔（斯波義種）殿 影写本２―２６丁所収、２８丁・
若杉家文書３号に案文、

土００５

左兵衛佐（吉良満貞）判 民部少輔（斯波義種）殿 影写本２―２８丁所収、２６丁に
正文、若杉家文書３号に案
文、

未

差 出 宛 所 備 考 県史番号

（朱印）（織田信長） 土御門治部大輔（久脩）と
のへ

影写本２―５２丁所収、 土０２４

差 出 宛 所 備 考 県史番号

（花押）（一色範光） 小笠原三河入道（浄祐）殿 未

差 出 宛 所 備 考 県史番号

〈津掃部頭〉元造判 松田左衛門大夫（頼興）殿 土０１６

西村与三右衛門尉／元治
（西村）（花押）

土御門修理大夫（有春）殿
／〈参〉御宿所

土０１９

西村与三右衛門尉／元治
（西村）（花押）

土御門三位（有 春）殿／
人々御中

土０２０

頼興（松田）（花押） 中務大輔（土御門有春）殿 土０１８

西村与三右衛門尉／元治
（西村）（花押）

上村／御百姓中 土０２１

西村与三／光治（西村）（花
押）

土御門二位（有春）殿／御
報

土０２３

〔伊〕 〔畑田藤左衛門尉（泰清）
殿〕

土０２２
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�宮内庁書陵部所蔵「綸旨」（土―１１１）
刊本文書番号

和 暦 西 暦 文 書 名
写真帳冊次

冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
「勸應二〈辛／卯〉」七
月廿八日

１３５１００７０２８０光厳上皇院宣

（年未詳）九月十四日 ５５５５００９０１４０後光厳天皇綸旨

文和四年五月十日 １３５５００５０１００後光厳天皇綸旨（本紙）

文和四年五月十日 １３５５００５０１００後光厳天皇綸旨案

〔文和四年五月十日〕 １３５５００５０１００後光厳天皇綸旨（裏紙）

貞治三年十二月四日 １３６４０１２００４０室町幕府引付頭人吉良満
貞奉書

貞治三年十二月四日 １３６４０１２００４０室町幕府引付頭人吉良満
貞奉書案

�宮内庁書陵部所蔵「朱印状」（土―１１３）
刊本文書番号

和 暦 西 暦 文 書 名
写真帳冊次

冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
「天正五」十一月廿八日 １５７７０１１０２８０織田信長朱印状

�東京大学史料編纂所所蔵土御門家文書（貴０４－１）
刊本文書番号

和 暦 西 暦 文 書 名
写真帳冊次

冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数
應永十年十二月廿五日 １４０３０１２０２５０若狭守護一色範光遵行状 １８

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

大永元／十二月十日 １５２１０１２０１００摂津元造書状案（折紙） （３０）

天文八／四月十三日 １５３９００４０１３０西村元治書状（折紙） （６３）

天文十五年／九月十二
日

１５４６００９０１２０西村元治書状（折紙） （６６）

（大永元年）十二月十日 １５２１０１２０１００松田頼興書状（折紙） （７４）

（年未詳）十二月廿七日 ５５５５０１２０２７０西村元治書状（折紙） （９３）

（年未詳）十一月十九日 ５５５５０１１０１９０西村光治書状（折紙） （９９）

（年未詳）三月九日 ５５５５００３００９０某書状 （１０２）
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

伊与権守（大高重成）（花
押）

関平内左衛門尉殿／山崎首
藤藤左衛門尉（助信）殿

若００１

左衛門佐（吉良満貞）判 民部少輔（斯波義種）殿 宮内書陵部所蔵「綸旨」（土
―１１１）のうちに正文及び別
案文、正文は『県史』土００５
に翻刻、

未

貞秀（松田）判 両御使中 若００２

満範（一色）／判 小笠原参川入道（浄祐）殿 若００３

左衛門尉（中沢氏綱）（花
押）／沙弥（飯尾是清）（花
押）／掃部頭（摂津能秀）
（花押）

守護（一色詮範） 若００４

ヽヽ判（小笠原浄祐） 蓬澤左近将監殿 若００５

長春（小笠原）〈判〉 藤田修理亮入道殿 若００６

〈長禅寺殿〉沙弥（畠山基
国）判

一色左京大夫入道（詮範）
殿

若００７

永禅〔祥〕（飯尾）判／性通
（飯尾）同／真妙（飯尾）同

若００８

〈斎藤民部〉親基／〈松田水
〔丹〕後守〉秀興

武田大膳大夫（信賢）殿 若０１０

栄長 粟屋九郎左衛門尉殿 宮内庁書陵部所蔵「土御門
家文書」（土―１０５）のうちに
別案文、

若０１１

忠郷（布施）（花押）／秀興
（松田）（花押）

武田大膳大夫（信賢）殿 若０１２

貞有（飯尾）（花押）／英基
（布施）（花押）

武田大膳大夫（国信）殿 宮内庁書陵部所蔵「土御門
家文書」（土―１０５）のうちに
別案文、

若０１３

粟屋左京亮／賢行 則光佐渡入道殿〈御宿所〉 若０１４

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若０１５

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若０１６

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若０１７

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若０１８

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若杉家文書４５号に正文、４４
号に別案文、ただし名乗
「信豊」はいずれも自署にか
かる、

未
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３－� 若杉家文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

２ 暦應元年十月七日 １３３８０１０００７０若狭国守護大高重成遵行
状

（５３０）

３ 貞治三年十二月四日 １３６４０１２００４０室町幕府引付頭人吉良満
貞奉書案

（５２８）

４ 康應二年〈庚／午〉／二
月十九日

１３９０００２０１９０室町幕府奉行人連署奉書
案

（５２７）

５ 明徳四／十一月十五日 １３９３０１１００５０一色満範書状案 （５２５）

８ 應永三年十二月十五日 １３９６０１２０１５０室町幕府奉行人連署奉書 （５２０）

９ 應永四／卯月廿日 １３９７００４０２００若狭国守護代小笠原浄祐
奉書案

（５１８）

１１ 應永六／六月廿六日 １３７２００６０２６０若狭国守護代小笠原長春
書状案

（５１５）

１３ 應永十年十二月廿三日 １４０３０１２０２３０室町幕府管領施行状写 （５１３）

１４ 嘉吉元／七月廿四日 １４４１００７０２４０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

（５１２）

１６ 文正元／四月十七日 １４６６００４０１７０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

（５０５）

１８ 文正元／七月十七日 １４６６００７０１７０武田氏奉行人奉書案（折
紙）

（５０２）

１９ 応仁元／十月廿日 １４６７０１００２００室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

（５０１）

２３ 文明八／九月十八日 １４７６００９０１８０室町幕府奉行人連署奉書
案（折紙）

（４９１）

２６ 長享二／十二月十六日 １４８８０１２０１６０武田氏奉行人奉書案（折
紙）

（４８５）

３９ 天文廿二年正月吉曜 １５５３００１０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４６７）

４０ 天文廿三年十一月吉曜 １５５４０１１０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４６６）

４１ 天文廿四年二月吉曜 １５５５００２０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４６５）

４２ 弘治元年十二月吉曜 １５５５０１２０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４６４）

４３ 弘治二年十一月吉曜 １５５６０１１０５５０武田信豊泰山府君祭都状
案

（４６２）
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若杉家文書４５号に正文、４３
号に別案文、ただし名乗
「信豊」はいずれも自署にか
かる、

未

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若杉家文書４３号・４４号に案
文、ただし名乗「信豊」は
いずれも自署にかかる、

若０１９

武田伊豆守源朝臣「信豊」
○自署、

若０２０

若０２１

〈飯河肥後守〉信賢〈在／判〉真下宮内少輔殿 若０２２

秀吉（豊臣）判 中山中納言（親 綱）殿／
人々御中

若０２５

左少弁（花押） □□□□〔前大炊頭ヵ〕殿 宮内庁書陵部所蔵「綸旨」
（土―１１１）のうちに正文、
『県史』土００２に翻刻、

未

土御門三位有脩（花押） 長束新三郎殿〈参〉 若０２３

繁 経〈判〉／長 行（粟 屋）
〈判〉

則光太郎左衛〔門脱〕尉殿 若００９

若０２４

差 出 宛 所 備 考 県史番号

釋義亨 大３７６号の院宣に対する陳状、
『野村美術館名品図録』１―１００
号所収

未

差 出 宛 所 備 考 県史番号

左少弁（平親顕）（花押） 全皎上人御房 泉００１

（花押）（足利義持）、○袖に
あり、

泉００２

綱光 知久遠院知穩御房 影写本２冊―４２丁にも所収、 泉００３

差 出 宛 所 備 考 県史番号

相模守源朝臣（細川頼之）
〈判〉

｛曽我美濃守氏助法師〈法名
／道昌〉｝

東京大学史料編纂所所蔵影
写本『和簡礼経』（内閣文庫
原蔵、曽我尚祐編）１冊―１０４
丁にも写あり、

松００６
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刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

４４ 弘治二年十一月吉曜 １５５６０１１０５５０武田信豊泰山府君祭都状
案

（４６０）

４５ 弘治二年十一月吉曜 １５５６０１１０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４５９）

４６ 弘治三年正月吉日 １５５７００１０５５０武田信豊泰山府君祭都状 （４５８）

５０ 永禄七年六月二日 １５６４００６００２０某安堵状案 （４５２）

５１ 永禄十三／二月十四日 １５７０００２０１４０飯河信賢奉書案（折紙） （４５０）

６４ （年未詳）六月廿六日 ５５５５００６０２６０豊臣秀吉書状写 （４３２）

６６ （年未詳）九月十四日 ５５５５００９０１４０後光厳天皇綸旨 （４３０）

６７ （年未詳）十月廿日 ５５５５０１００２００土御門有修申状 （４２８）

６８ （年未詳）十月廿五日 ５５５５０１００２５０武田氏奉行人連署奉書案
（折紙）

（４２６）

７１ （年月日未詳） ５５５５０５５０５５０土御門有修覚書（書きか
け）

（４２３）

４．その他
４－� 野村美術館所蔵文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

（貞和二年・三年）十月
十七日

５５５５０１００１７０徹翁義亨書状

４－� 泉涌寺文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

文和三年十二月九日 １３５４０１２００９０後光厳天皇綸旨 影 １ ３０

應永十七年十月五日 １４１００１０００５０足利義持袖判御教書 影 １ ５６

（年未詳）八月廿七日 ５５５５００８０２７０広橋綱光奉書 写 １ ７０

４－� 金沢市立図書館所蔵『松雲公採集遺編累纂』１３６（曽我文書）

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

應安四年十二月廿五日 １３７１０１２０２５０室町幕府管領奉下知状写
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差 出 宛 所 備 考 県史番号

沙弥成願〈在判〉 謹上 遠江律師御房〈御返
事〉

葛００１

差 出 宛 所 備 考 県史番号

『小浜市史』諸家文書編３
「中世文書」９０号に翻刻、
『京都大学文学部博物館の古
文書』第２輯（若狭秦家文
書）１６号に写真版と翻刻、

／
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４－� 葛川文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

（年未詳）三月四日 ５５５５００３００４０帆足成願書状案 甲 １ １３

４－� 秦文書

刊本文書番号
和 暦 西 暦 文 書 名

写真帳冊次
冊次 文書番号 小番号 函名 冊次 丁数

貞和四年〈戊／子〉四
月廿二日

１３４８００４０２２０天満宮造営入雑用銭注文 １ １２１
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【
別
表
】
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
影
写
本
）『
徳
禅
寺
文
書
』（
全
四
冊
）
所
収
文
書
目
録

通
番
名
田
荘

関
係
文
書

未
翻
刻

文
書

影
写
本
冊
次

年
月

日
西

暦
文

書
名

大
徳
寺
文
書
写
真
帳

刊
本
文
書
番
号

書
名
冊
次
丁
数

函
名
冊
次
丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

○
徳

１
１

若
狭
名
田
庄
調
度
文
書
案

甲
７

１
大
０１

３６４
０

１
○

徳
１

１
（
年
月
日
未
詳
）

５５５５０５５０５５０
名
田
庄
相
伝
系
図

甲
７

１
大
０１

３６４
１

２
○

徳
１

２
仁
安
三
年
十
一
月
廿
九
日

１１６８０１１０２９０
名
田
郷
開
発
領
主
盛
信
相
博
状
案

甲
７

２
大
０１

３６４
２

３
○

徳
１

３
安
元
々
年
二
月
六
日

１１７５００２００６０
伊
予
内
侍
譲
状
案

甲
７

３
大
０１

３６４
３

４
○

徳
１

３
け
ん
ほ
う
（
建
保
）
三
年
十
二
月
十
六

日

１２１５０１２０１６０
大
姫
御
前
譲
状
案

甲
７

３
大
０１

３６４
４

５
○

徳
１

４
正
嘉
二
年
八
月

日
１２５８００８０５５０

安
居
院
観
空
（
実
忠
）
譲
状
案

甲
７

３
大
０１

３６４
５

６
○

徳
１

４
建
治
三
年
八
月

日
１２７７００８０５５０

安
居
院
観
空
（
実
忠
）
重
譲
状
案

甲
７

４
大
０１

３６４
６

７
○

徳
１

５
「
正
和
四
」
十
月
十
一
日

１３１５０１００１１０
後
宇
多
法
皇
院
宣
案

甲
７

４
大
０１

３６４
７

８
○

徳
１

５
嘉
元
二
年
九
月
三
日

１３０４００９００３０
亀
山
法
皇
院
宣
案

甲
７

５
大
０１

３６４
８

９
○

徳
１

６
嘉
元
々
年
十
一
月
十
四
日

１３０３０１１０１４０
三
条
実
盛
譲
状
案

甲
７

６
大
０１

３６４
９

１０
○

徳
１

７
延
慶
三
年
七
月
廿
五
日

１３１０００７０２５０
後
宇
多
法
皇
院
宣
案

甲
７

６
大
０１

３６４
１０

１１
○

徳
１

７
延
慶
三
年
九
月
六
日

１３１０００９００６０
万
秋
門
院
令
旨
案

甲
７

６
大
０１

３６４
１１

１２
○

徳
１

８
「
延
慶
三
」
九
月
十
八
日

１３１０００９０１８０
後
宇
多
法
皇
院
宣
案

甲
７

７
大
０１

３６４
１２

１３
○

徳
１

８
延
慶
元
年
十
二
月
十
二
日

１３０８０１２０１２０
伏
見
上
皇
院
宣
案

甲
７

７
大
０１

３６４
１３

１４
○

徳
１

８
（
年
月
日
未
詳
）

５５５５０５５０５５０
伏
見
上
皇
院
宣
案

甲
７

７
大
０１

３６４
１４

１５
○

徳
１

９
嘉
元
三
年
四
月
十
日

１３０５００４０１００
亀
山
法
皇
院
宣
案

甲
７

８
大
０１

３６４
１５

１６
○

徳
１

９
〔
嘉
元
三
年
閏
五
月
九
日
〕

１３０５００５５０９０
亀
山
法
皇
院
宣
案

甲
７

８
大
０１

３６４
１６

１７
○

徳
１

１０
（
年
未
詳
）
十
月
十
三
日

５５５５０１００１３０
伏
見
上
皇
院
宣
案

甲
７

８
大
０１

３６４
１７

１８
○

徳
１

１０
文
保
二
年
四
月
十
日

１３１８００４０１００
後
宇
多
法
皇
院
宣
案

甲
７

９
大
０１

３６４
１８

１９
○

徳
１

１０
元
弘
三
年
六
月
廿
四
日

１３３３００６０２４０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
７

９
大
０１

３６４
１９

２０
○

徳
１

１１
〈
建
武
三
〉
九
月
九
日

１３３６００９００９０
光
厳
院
院
宣
案

甲
７

９
大
０１

３６４
２０

２１
○

徳
１

１１
〈
建
武
三
〉
九
月
廿
一
日

１３３６００９０２１０
足
利
尊
氏
書
状
案

甲
７

９
大
０１

３６４
２１

２２
○

徳
１

１１
文
和
二
年
十
二
月
廿
七
日

１３５３０１２０２７０
後
光
厳
天
皇
綸
旨
案

甲
７

１０
大
０１

３６４
２２

２３
○

徳
１

１２
承
久
三
年
閏
十
月
十
二
日

１２２１０１０５１２０
関
東
下
知
状

別
２

７５
大
０１

１３７
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通
番
名
田
荘

関
係
文
書

未
翻
刻

文
書

影
写
本
冊
次

年
月

日
西

暦
文

書
名

大
徳
寺
文
書
写
真
帳

刊
本
文
書
番
号

書
名
冊
次
丁
数

函
名
冊
次
丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

２４
○

徳
１

１３
（
延
慶
三
年
）
八
月
七
日

１３１０００８００７０
伏
見
上
皇
院
宣

甲
５

８４
大
０１

３２０

２５
○

徳
１

１６
（
年
未
詳
）
七
月
十
七
日

５５５５００７０１７０
葉
室
光
顕
奉
書

甲
５

８７
大
０１

３２１

２６
○

徳
１

１８
正
嘉
二
年
八
月
日

１２５８００８０５５０
安
居
院
観
空
（
実
忠
）
譲
状

甲
５

７３
大
０１

３１５

２７
徳

１
２０
〔
正
應
三
年
〕
八
月
卅
日

１２９０００８０３００
伏
見
天
皇
綸
旨

別
２

６６
大
０１

１３２

２８
徳

１
２２

永
仁
四
年
二
月
七
日

１２９６００２００７０
伏
見
天
皇
綸
旨

別
２

６３
大
０１

１２９

２９
○

徳
１

２４
正
安
四
年
十
一
月
十
一
日

１３０２０１１０１１０
三
条
実
盛
譲
状

甲
５

７５
大
０１

３１６

３０
○

徳
１

２６
乾
元
二
年
五
月
廿
五
日

１３０３００５０２５０
三
条
実
盛
置
文

別
２

７６
大
０１

１３８

３１
○

徳
１

２８
嘉
元
々
年
十
一
月
十
四
日

１３０３０１１０１４０
三
条
実
盛
譲
状

甲
５

７７
大
０１

３１７

３２
○

徳
１

３０
〔
嘉
元
三
年
五
月
九
日
〕

１３０５００５００９０
亀
山
法
皇
院
宣

甲
５

８０
大
０１

３１８

３３
徳

１
３２

正
和
五
年
三
月

日
１３１６００３０５５０

但
馬
八
代
庄
領
家
寺
領
寄
進
状

別
２

７８
大
０１

１３９

３４
○

徳
１

３４
（
貞
治
元
・
二
年
）
三
月
九
日

５５５５００３００９０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

別
２

７０
大
０１

１３４

３５
○

徳
１

３５
（
貞
治
三
―
五
年
）
四
月
一
日

５５５５００４００１０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

別
２

７１
大
０１

１３５

３６
○

徳
１

３７
（
貞
治
二
・
三
年
）
七
月
廿
九
日

５５５５００７０２９０
弾
正
親
王
（
邦
省
）
庁
令
旨

甲
７

３０
大
０１

３７４

３７
○

○
徳

１
３９
（
康
安
元
―
貞
治
元
年
）
十
一
月
六
日

５５５５０１１００６０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

３８
○

徳
１

４１
（
康
安
元
―
貞
治
元
年
）
十
一
月
十
九

日

５５５５０１１０１９０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

別
２

７３
大
０１

１３６

３９
徳

１
４３

元
亨
元
年
十
月
五
日

１３２１０１０００５０
但
馬
八
代
庄
領
家
寺
領
寄
進
状

別
２

７９
大
０１

１４０

４０
○

徳
１

４５
「
元
亨
三
」
十
一
月
八
日

１３２３０１１００８０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
５

８９
大
０１

３２３

４１
○

徳
１

４７
「
元
亨
三
」
十
月
十
三
日

１３２３０１００１３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
５

８８
大
０１

３２２

４２
○

徳
１

４９
（
元
亨
元
年
）
七
月
五
日

１３２１００７００５０
別
当
典
侍
局
置
文
案

甲
６

３８
大
０１

３４３

４３
○

徳
１

５２
「
嘉
暦
二
」
四
月
十
三
日

１３２７００４０１３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨

甲
６

１
大
０１

３２６

４４
○

徳
１

５４
（
嘉
暦
二
年
）
五
月
三
日

１３２７００５００３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

３
大
０１

３２７

４５
○

徳
１

５６
（
元
弘
二
年
）
正
月
廿
四
日

１３３２００１０２４０
僧
実
鑒
挙
状

甲
６

１４
大
０１

３３３

４６
○

徳
１

５８
（
年
未
詳
）
九
月
十
六
日

５５５５００９０１６０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

３３
大
０１

３４０

○
徳

１
６０

僧
賢
舜
請
文
案
并
花
山
院
兼
信
書
状
案

甲
６

８
大
０１

３３０
０

４７
○

徳
１

６０
〔
嘉
暦
二
年
〕
八
月
廿
二
日

１３２７００８０２２０
花
山
院
兼
信
書
状
案

甲
６

１０
大
０１

３３０
２
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名
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丁
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名
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丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

４８
○

徳
１

６２
（
嘉
暦
二
年
）

１３２７０５５０５５０
僧
賢
舜
請
文
案

甲
６

９
大
０１

３３０
１

４９
○

徳
１

６４
（
貞
和
二
年
頃
）
五
月
廿
四
日

５５５５００５０２４０
光
厳
院
院
宣

甲
６

３４
大
０１

３４１

５０
○

徳
１

６６
（
貞
和
五
・
六
年
）
六
月
二
日

５５５５００６００２０
光
厳
院
院
宣

甲
６

６４
大
０１

３５１

５１
○

徳
１

６８
（
年
未
詳
）
七
月
十
八
日

５５５５００７０１８０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

３１
大
０１

３３９

５２
○

徳
１

６９
か
り
や
く
（
嘉
暦
）
三
年
二
月
八
日

１３２８００２００８０
権
大
納
言
典
侍
局
譲
状

甲
６

１１
大
０１

３３１

５３
○

徳
１

７０
「
嘉
暦
二
」
六
月
十
三
日

１３２７００６０１３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

４
大
０１

３２８

５４
○

徳
１

７１
嘉
暦
貳
年
十
月
十
日

１３２７０１００１００
公
禅
契
約
状

別
２

８０
大
０１

１４１

５５
○

徳
１

７４
「
元
弘
二
」
二
月
廿
二
日

１３３２００２０２２０
光
厳
院
院
宣

甲
６

１６
大
０１

３３４

５６
徳

１
７６

元
弘
三
年
七
月
十
四
日

１３３３００７０１４０
中
原
國
盛
寄
進
状

別
２

８２
大
０１

１４２

５７
徳

１
７８

建
武
貳
年
〈
乙
／
亥
〉
十
一
月
十
九
日
１３３５０１１０１９０

八
代
宗
真
寄
進
状

別
２

８３
大
０１

１４３

５８
○

徳
１

８０
（
建
武
二
年
）
十
一
月
五
日

１３３５０１１００５０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

１７
大
０１

３３５

５９
○

徳
１

８２
〔
建
武
三
年
〕
九
月
廿
一
日

１３３６００９０２１０
足
利
尊
氏
書
状

別
２

８４
大
０１

１４４

６０
○

徳
１

８３
〔
暦
應
二
年
〕
十
月
八
日

１３３９０１０００８０
今
出
川
実
尹
書
状

別
２

８５
大
０１

１４５

６１
○

徳
１

８４
暦
應
三
年
十
一
月
十
三
日

１３４００１１０１３０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
寄
進
状

別
２

８６
大
０１

１４６

６２
○

徳
１

８６
「
康
永
二
」
九
月
十
五
日

１３４３００９０１５０
光
厳
院
院
宣

甲
６

３０
大
０１

３３８

６３
○

徳
１

８８
貞
和
二
年
十
一
月
十
九
日

１３４６０１１０１９０
僧
行
寛
契
状

甲
６

３５
大
０１

３４２

６４
○

徳
１

９１
貞
和
二
年
十
一
月
廿
日

１３４６０１００２００
清
原
友
盛
起
請
文

甲
６

４０
大
０１

３４４

６５
○

徳
１

９３
「
貞
和
三
」
十
月
七
日

１３４７０１０００７０
光
厳
院
院
宣

別
２

６８
大
０１

１３３

６６
○

徳
１

９５
〔
貞
和
三
年
〕
十
月
十
五
日

１３４７０１００１５０
延
暦
寺
座
主
（
尊
胤
法
親
王
）
令
旨

別
２

８７
大
０１

１４７

６７
○

徳
１

９７
「
貞
和
四
」
八
月
十
七
日

１３４８００８０１７０
万
里
小
路
仲
房
書
状

甲
６

４１
大
０１

３４５

６８
○

徳
１

９９
貞
和
四
年
八
月
十
八
日

１３４８００８０１８０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
寄
進
状

別
２

８８
大
０１

１４８

６９
○

徳
１

１００
（
年
未
詳
）
十
二
月
廿
三
日

５５５５０１２０２３０
光
厳
院
院
宣

甲
６

５８
大
０１

３４８

７０
○

徳
１

１０２
（
正
中
年
間
）
六
月
九
日

５５５５００６００９０
僧
経
乗
書
状

甲
５

９０
大
０１

３２４

７１
○

徳
１

１０５
「
貞
和
五
」
三
月
八
日

１３４９００３００８０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

６１
大
０１

３４９

○
徳

２
１

若
狭
名
田
庄
須
惠
野
村
陳
状
案
并
具
書
案

甲
６

４３
大
０１

３４６
０

７２
○

徳
２

１
貞
和
五
年
閏
六
月

日
１３４９００６５５５０

名
田
庄
須
恵
野
村
陳
状
案

甲
６

４３
大
０１

３４６
１

166



通
番
名
田
荘

関
係
文
書

未
翻
刻

文
書

影
写
本
冊
次

年
月

日
西

暦
文

書
名

大
徳
寺
文
書
写
真
帳

刊
本
文
書
番
号

書
名
冊
次
丁
数
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名
冊
次
丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

７３
○

徳
２

１
（
年
月
日
未
詳
）

５５５５０５５０５５０
名
田
庄
須
恵
野
村
相
伝
系
図

甲
６

４４
大
０１

３４６
２

７４
○

徳
２

２
寶
治
二
年
四
月

日
１２４８００４０５５０

尼
生
仏
譲
状
案

甲
６

４５
大
０１

３４６
３

７５
○

徳
２

３
正
應
五
年
八
月
廿
四
日

１２９２００８０２４０
僧
覺
雅
附
属
状
案

甲
６

４６
大
０１

３４６
４

７６
○

徳
２

３
正
和
三
年
正
月
十
九
日

１３１４００１０１９０
僧
経
乗
譲
状
案

甲
６

４８
大
０１

３４６
５

７７
○

徳
２

４
元
徳
参
年
六
月
廿
三
日

１３３１００６０２３０
僧
勝
深
安
堵
状
案

甲
６

４８
大
０１

３４６
６

７８
○

徳
２

４
寶
治
二
年
四
月
廿
四
日

１２４８００４０２４０
安
居
院
観
空
（
実
忠
）
・
同
公
直
連
署
去
状
案

甲
６

４９
大
０１

３４６
７

７９
○

徳
２

５
弘
安
九
年
十
一
月
八
日

１２８６０１１００８０
文
殿
注
進
状
案

甲
６

４９
大
０１

３４６
８

８０
○

徳
２

６
正
應
三
年
十
月
廿
九
日

１２９００１００２９０
後
深
草
上
皇
院
宣
案

甲
６

５０
大
０１

３４６
９

８１
○

徳
２

７
正
應
三
年
七
月
廿
一
日

１２９０００７０２１０
文
殿
注
進
状
案

甲
６

５０
大
０１

３４６
１０

８２
○

徳
２

９
嘉
元
三
年
十
二
月
六
日

１３０５０１２００６０
後
宇
多
上
皇
院
宣
案

甲
６

５２
大
０１

３４６
１１

８３
○

徳
２

９
嘉
暦
元
年
五
月
三
日

１３２６００５００３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

５２
大
０１

３４６
１２

８４
○

徳
２

９
嘉
暦
四
年
七
月
十
三
日

１３２９００７０１３０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

５２
大
０１

３４６
１３

８５
○

徳
２

１０
建
武
二
年
九
月
五
日

１３３５００９００５０
雑
訴
決
断
所
牒
案

甲
６

５３
大
０１

３４６
１４

８６
○

徳
２

１０
建
武
二
年
十
二
月
廿
五
日

１３３５０１２０２５０
布
志
名
雅
清
避
状
案

甲
６

５３
大
０１

３４６
１５

８７
○

徳
２

１０
建
武
四
年
十
一
月
廿
四
日

１３３７０１１０２４０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

５３
大
０１

３４６
１６

８８
○

徳
２

１１
け
ん
ほ
う
（
建
保
）
三
年
十
二
月
十
六

日

１２１５０１２０１６０
大
姫
御
前
譲
状
案

甲
６

５４
大
０１

３４６
１７

８９
○

徳
２

１１
建
治
三
年
八
月

日
１２５１００８０５５０

安
居
院
観
空
（
実
忠
）
譲
状
案

甲
６

５４
大
０１

３４６
１８

９０
○

徳
２

１２
建
武
二
年
正
月
廿
五
日

１３３５００１０２５０
雑
訴
決
断
所
牒
案

甲
６

５５
大
０１

３４６
１９

９１
○

徳
２

１３
貞
和
五
年
八
月
廿
七
日

１３４９００８０２７０
沙
弥
良
圓
請
文

甲
６

６２
大
０１

３５０

９２
○

徳
２

１４
〔
観
應
元
年
〕
五
月
五
日

１３５０００５００５０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

６６
大
０１

３５２

○
徳

２
１６

若
狭
名
田
庄
坂
本
村
文
書
案

甲
６

６７
大
０１

３５３
０

９３
○

徳
２

１６
観
應
元
年
六
月

日
１３５０００６０５５０

藤
原
清
季
・
同
盛
忠
連
署
起
請
文
案

甲
６

６７
大
０１

３５３
１

９４
○

徳
２

１８
観
應
元
年
六
月
十
八
日

１３５０００６０１８０
花
山
院
家
（
兼
信
）
御
教
書
案

甲
６

６９
大
０１

３５３
２

○
徳

２
２０

藤
原
氏
女
陳
状
并
具
書
案

甲
６

７０
大
０１

３５４
０

９５
○

徳
２

２０
観
應
元
年
九
月

日
１３５０００９０５５０

藤
原
氏
女
陳
状

甲
６

７０
大
０１

３５４
１
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通
番
名
田
荘

関
係
文
書

未
翻
刻

文
書

影
写
本
冊
次

年
月

日
西

暦
文

書
名

大
徳
寺
文
書
写
真
帳

刊
本
文
書
番
号

書
名
冊
次
丁
数

函
名
冊
次
丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

９６
○

徳
２

２２
（
年
月
日
未
詳
）

５５５５０５５０５５０
名
田
庄
内
知
見
村
相
承
系
図

甲
６

７２
大
０１

３５４
２

９７
○

徳
２

２３
元
亨
三
年
八
月
六
日

１３２３００８００６０
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

甲
６

７３
大
０１

３５４
３

９８
○

徳
２

２４
元
亨
元
年
五
月
十
三
日

１３２１００３００３０
後
宇
多
法
皇
院
宣
案

甲
６

７３
大
０１

３５４
４

９９
○

徳
２

２４
元
弘
二
年
三
月
三
日

１３３２００３００３０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

７３
大
０１

３５４
５

１００
○

徳
２

２４
建
武
三
年
九
月
十
一
日

１３３６００９０１１０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

７３
大
０１

３５４
６

１０１
○

徳
２

２４
康
永
二
年
七
月
二
日

１３４３００７００２０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

７４
大
０１

３５４
７

１０２
○

徳
２

２５
文
永
四
年
十
二
月
廿
六
日

１２６７０１２０２６０
安
居
院
観
空
（
実
忠
）
譲
状
案

甲
６

７４
大
０１

３５４
８

１０３
○

徳
２

２５
正
を
う
（
應
）
五
年
正
月
廿
日

１２９２００１０２００
別
当
典
侍
局
譲
状
案

甲
６

７４
大
０１

３５４
９

１０４
○

徳
２

２６
元
亨
四
年
二
月
二
日

１３２４００２００２０
大
炊
御
門
三
位
入
道
せ
む
せ
う
（
実
綱
）
譲
状
案

甲
６

７５
大
０１

３５４
１０

１０５
○

徳
２

２６
正
應
二
年
十
月
十
三
日

１２８９０１００１３０
三
条
実
盛
去
状
案

甲
６

７５
大
０１

３５４
１１

１０６
○

徳
２

２８
〔
観
応
元
年
〕
十
一
月
九
日

１３５００１１００９０
光
厳
院
院
宣

甲
６

７８
大
０１

３５５

１０７
○

徳
２

３０
（
年
未
詳
）
四
月
廿
七
日

５５５５００４０２７０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

１０８
○

○
徳

２
３１
（
文
和
二
年
十
二
月
廿
七
日
）

１３５３０１２０２７０
後
光
厳
天
皇
綸
旨
封
紙

１０９
徳

２
３２

文
和
二
年
正
月
廿
三
日

１３６０００４５２３０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
寄
進
状

甲
６

８０
大
０１

３５７

１１０
○

徳
２

３４
（
年
未
詳
）
十
一
月
七
日

５５５５０１１００７０
西
園
寺
実
俊
書
状

別
２

１０３
大
０１

１６１

１１１
徳

２
３５

文
和
二
年
九
月
十
七
日

１３５３００９０１７０
延
暦
寺
座
主
（
尊
胤
法
親
王
）
令
旨

別
２

８９
大
０１

１４９

１１２
○

徳
２

３６
文
和
二
年
十
二
月
廿
七
日

１３５３０１２０２７０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

別
２

６４
大
０１

１３０

１１３
徳

２
３８

文
和
三
年
九
月
廿
八
日

１３５４００９０２８０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

別
２

６５
大
０１

１３１

１１４
○

徳
２

４０
延
文
四
年
十
二
月
廿
三
日

１３５９０１２０２３０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
寄
進
状

甲
７

１２
大
０１

３６５

１１５
○

徳
２

４２
延
文
五
年
〈
庚
／
子
〉
四
月
十
三
日

１３６０００４０１３０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
寄
進
状

甲
７

１３
大
０１

３６６

１１６
○

○
徳

２
４４

延
文
五
年
後
四
月
廿
日

１３６０００４５２００
後
光
厳
天
皇
綸
旨

１１７
○

徳
２

４６
「
康
安
二
」
七
月
廿
九
日

１３６２００７０２９０
柳
原
忠
光
奉
書

別
２

９０
大
０１

１５０

１１８
○

○
徳

２
４８

康
安
二
年
九
月
廿
六
日

１３６２００９０２６０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

○
徳

２
５０

弾
正
親
王
（
邦
省
）
庁
申
状
并
具
書
案

甲
７

２５
大
０１

３７３
０

１１９
○

徳
２

５０
貞
治
二
年
五
月

日
１３６３００５０５５０

弾
正
親
王
（
邦
省
）
庁
申
状

甲
７

２５
大
０１

３７３
１

１２０
○

徳
２

５１
延
文
五
年
〈
庚
／
子
〉
四
月
廿
五
日

１３６０００４０２５０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
譲
状
案

甲
７

２６
大
０１

３７３
２
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関
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未
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刻

文
書

影
写
本
冊
次

年
月

日
西

暦
文

書
名

大
徳
寺
文
書
写
真
帳

刊
本
文
書
番
号

書
名
冊
次
丁
数

函
名
冊
次
丁
数
冊
次

文
書
番
号
小
番
号

１２１
○

徳
２

５２
（
延
文
五
年
）
壬
四
月
十
三
日

１３６０００４５１３０
花
山
院
覚
円
（
兼
信
）
譲
状
案

甲
７

２７
大
０１

３７３
３

１２２
○

徳
２

５２
（
延
文
五
年
）
後
四
月
十
三
日

１３６０００４５１３０
義
亨
（
徹
翁
）
返
状
案

甲
７

２７
大
０１

３７３
４

１２３
○

徳
２

５４
貞
治
二
年
十
一
月
十
三
日

１３６３０１１０１３０
藤
原
行
清
寄
進
状

別
２

９１
大
０１

１５１

１２４
○

徳
２

５６
貞
治
参
年
〈
甲
／
辰
〉
十
月
廿
三
日

１３６４０１００２３０
藤
原
行
清
沽
却
状

別
２

９３
大
０１

１５２

１２５
○

徳
２

５８
貞
治
参
年
〈
甲
／
辰
〉
十
月
廿
三
日

１３６４０１００２３０
藤
原
行
清
寄
進
状

別
２

９４
大
０１

１５３

１２６
○

徳
２

６０
貞
治
三
年
十
二
月
廿
三
日

１３６４０１２０２３０
了
浄
寄
進
状

甲
７

４２
大
０１

３７９

１２７
○

徳
２

６１
貞
治
四
年
〈
乙
／
巳
〉
十
一
月
十
八
日
１３６５０１１０１８０

藤
原
行
清
寄
進
状

甲
７

４５
大
０１

３８２

１２８
○

徳
２

６３
貞
治
五
年
九
月
十
七
日

１３６６００９０１７０
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
打
渡
状

別
２

９５
大
０１

１５４

１２９
○

徳
２

６４
貞
治
六
年
七
月
五
日

１３６７００７００５０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

別
２

９６
大
０１

１５５

１３０
○

徳
２

６６
〔
貞
治
六
年
〕
七
月
十
三
日

１３６７００７０１３０
若
狭
守
護
一
色
範
光
書
状
案

甲
７

５６
大
０１

３９０

１３１
○

徳
２

６７
應
安
六
年
閏
十
月
十
七
日

１３７３０１０５１７０
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

別
２

９７
大
０１

１５６

１３２
徳

２
６９

應
安
七
年
九
月
廿
二
日

１３７４００９０２２０
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

別
２

９８
大
０１

１５７

１３３
○

徳
２

７１
康
應
元
年
九
月
十
日

１３８９００９０１００
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

別
２

９９
大
０１

１５８

１３４
○

徳
２

７３
（
貞
治
六
年
）
七
月
十
四
日
〈
酉
／
剋
〉
１３６７００７０１４０

若
狭
守
護
一
色
範
光
書
状

別
２

１００
大
０１

１５９

１３５
徳

２
７６

嘉
吉
三
年
〈
癸
／
亥
〉
八
月
廿
九
日

１４４３００８０２９０
鴨
氏
人
長
氏
請
文
案

丙
１４

６４
大
０２

７２２

１３６
○

徳
２

７７
長
禄
三
年
十
一
月
七
日

１４５９０１１００７０
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

甲
７

６８
大
０１

４０１

１３７
○

徳
２

７８
文
明
八
年
四
月
十
九
日

１４７６００４０１９０
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

甲
７

７０
大
０１

４０２

１３８
○

徳
２

７９
（
應
安
元
年
）
後
六
月
廿
七
日

１３６８００６５２７０
僧
増
賢
挙
状

甲
７

６０
大
０１

３９３

１３９
○

徳
２

８１
（
康
安
元
・
貞
治
元
年
）
十
月
二
日

５５５５０１０００２０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

甲
７

１９
大
０１

３６８

１４０
○

徳
２

８２
（
貞
治
四
年
）
後
九
月
廿
七
日

１３６５００９５２７０
藤
原
行
清
書
状

別
２

１０２
大
０１

１６０

１４１
○

徳
２

８４
（
年
未
詳
）
十
一
月
廿
五
日

５５５５０１１０２５０
僧
静
舜
挙
状

甲
７

２３
大
０１

３７１

１４２
○

徳
２

８６
〔
延
慶
三
年
九
月
十
八
日
〕

１３１０００９０１８０
後
宇
多
法
皇
院
宣
封
紙

甲
５

８３
大
０１

３１９

１４３
○

徳
２

８７
〔
延
慶
三
年
九
月
十
八
日
〕

１３１０００９０１８０
後
宇
多
法
皇
院
宣
（
後
欠
）

甲
５

８３
大
０１

３１９

１４４
○

○
徳

２
８８
〔
延
慶
三
年
九
月
十
八
日
〕

１３１０００９０１８０
後
宇
多
法
皇
院
宣
裏
紙

徳
２

９０
播
磨
平
位
庄
重
書
案

甲
６

２３
大
０１

３３７
０

１４５
徳

２
９０

ち
や
お
う
（
貞
應
）
元
年
六
月
廿
五
日
１２２２００６０２５０

尼
顕
蓮
譲
状
案

甲
６

２４
大
０１

３３７
１
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大
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次

文
書
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号

１４６
徳

２
９０

寶
治
元
年
十
一
月
廿
一
日

１２４７０１１０２１０
僧
快
真
置
文
案

甲
６

２４
大
０１

３３７
２

１４７
徳

２
９１

弘
安
八
年
十
月
十
日

１２８５０１００１００
僧
快
源
譲
状
案

甲
６

２５
大
０１

３３７
３

１４８
徳

２
９２

正
安
元
年
十
月
十
六
日

１２９９０１００１６０
僧
泰
豪
譲
状
案

甲
６

２５
大
０１

３３７
４

１４９
徳

２
９３

か
り
や
く
（
嘉
暦
）
二
年
十
月
一
日

１３２７０１０００１０
平
位
庄
領
家
預
所
職
譲
状
案

甲
６

２７
大
０１

３３７
５

１５０
徳

２
９４

建
武
三
年
九
月
六
日

１３３６００９００６０
光
厳
院
院
宣
案

甲
６

２７
大
０１

３３７
６

１５１
徳

２
９４

建
保
四
年
八
月

日
１２１６００８０５５０

後
鳥
羽
院
庁
下
文
案

甲
６

２９
大
０１

３３７
７

１５２
徳

２
９６

建
武
二
年
〈
乙
／
亥
〉
十
一
月
十
九
日
１３３５０１１０１９０

但
馬
八
代
庄
安
養
寺
田
下
地
所
当
注
文

甲
６

１８
大
０１

３３６

１５３
徳

２
１００

建
武
四
年
十
二
月
廿
七
日

１３３７０１２０２７０
光
厳
上
皇
院
宣

甲
３

１４
大
０１

１７２

１５４
徳

２
１０２

（
貞
治
六
年
）
十
月
七
日

１３６７０１０００７０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

甲
３

４３
大
０１

１９３

１５５
○

徳
２

１０４
正
中
二
年
〈
乙
／
丑
〉
十
月

日
１３２５０１００５５０

若
狭
名
田
庄
内
田
村
河
成
検
注
帳
案

甲
５

９２
大
０１

３２５

１５６
徳

２
１１１

文
和
二
年
二
月
廿
四
日

１３５３００２０２４０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

甲
６

８１
大
０１

３５８

１５７
徳

２
１１３

文
和
四
年
十
月
七
日

１３５５０１０００７０
室
町
将
軍
（
足
利
尊
氏
）
家
御
教
書

甲
６

８５
大
０１

３６１

１５８
徳

３
１

延
文
二
年
六
月
十
五
日

１３５７００６０１５０
三
宝
院
賢
俊
譲
状

甲
６

８９
大
０１

３６３

１５９
徳

３
３
（
年
未
詳
）
九
月
晦
日

５５５５００９０３１０
宣
祐
文
書
預
リ
状

甲
７

６７
大
０１

４００

１６０
徳

３
４

延
文
三
年
三
月
廿
六
日

１３５８００３０２６０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
案

甲
７

３１
大
０１

３７５
１

１６１
徳

３
５

延
文
五
年
三
月
四
日

１３６０００３００４０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
案

甲
７

３３
大
０１

３７５
３

１６２
徳

３
６

延
文
五
年
潤
四
月
五
日

１３６０００４５０５０
播
磨
守
護
赤
松
則
祐
代
官
弾
正
忠
季
有
請
文
案

甲
７

３２
大
０１

３７５
２

１６３
徳

３
７

延
文
五
年
五
月
十
一
日

１３６０００５０１１０
播
磨
守
護
赤
松
則
祐
請
文
案

甲
７

３４
大
０１

３７５
４

１６４
徳

３
８

貞
治
二
年
十
一
月
四
日

１３６３０１１００４０
室
町
将
軍
〈
足
利
義
詮
〉
家
御
教
書
案

甲
７

３５
大
０１

３７５
５

１６５
徳

３
９

貞
治
五
年
六
月
廿
五
日

１３６６００６０２５０
僧
賢
宣
寄
進
状

甲
７

５３
大
０１

３８７

１６６
徳

３
１１

貞
治
六
年
二
月
廿
五
日

１３６７００２０２５０
後
光
厳
天
皇
綸
旨

甲
７

５１
大
０１

３８８

１６７
徳

３
１３

貞
治
六
年
三
月
廿
八
日

１３６７００３０２８０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

甲
７

５４
大
０１

３８９

１６８
徳

３
１４

貞
治
六
年
八
月
十
三
日

１３６７００８０１３０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

甲
７

５７
大
０１

３９１

１６９
徳

３
１５

貞
治
六
年
十
月
廿
二
日

１３６７０１００２２０
足
利
義
詮
御
判
御
教
書

甲
７

５８
大
０１

３９２

１７０
徳

３
１７

應
安
六
年
四
月
廿
七
日

１３７３００４０２７０
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

甲
７

６３
大
０１

３９６

１７１
徳

３
１９

至
徳
四
年
六
月
廿
日

１３８７００６０２００
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

甲
７

６５
大
０１

３９８
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１７１
徳

３
１９

至
徳
四
年
六
月
廿
日

１３８７００６０２００
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

甲
７

６５
大
０１

３９８

１７２
徳

３
２１

明
徳
元
年
十
月
二
日

１３９００１０００２０
室
町
将
軍
（
足
利
義
満
）
家
御
教
書

甲
７

６６
大
０１

３９９

１７３
徳

３
２３
「
文
明
十
一
」
閏
九
月
八
日

１４７９００９５０８０
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

甲
７

７１
大
０１

４０３

１７４
徳

３
２５
「
文
明
十
一
」
十
二
月
廿
日

１４７９０１２０２００
赤
松
氏
年
寄
連
署
奉
書

甲
７

７２
大
０１

４０４

１７５
徳

３
２６
「
文
明
拾
貳
」
六
月
十
七
日

１４８０００６０１７０
赤
松
氏
年
寄
連
署
奉
書

甲
７

７５
大
０１

４０５

１７６
徳

３
２７
「
文
明
拾
貳
」
六
月
十
七
日

１４８０００６０１７０
赤
松
氏
年
寄
連
署
奉
書

甲
７

７６
大
０１

４０６

１７７
徳

３
２８
（
文
明
十
二
年
）
六
月
廿
五
日

１４８０００６０２５０
赤
松
政
秀
遵
行
状

甲
７

７７
大
０１

４０７

１７８
徳

３
２９
「
文
明
十
二
」
七
月
七
日

１４８０００７００７０
内
海
性
永
渡
状

甲
７

７８
大
０１

４０８

１７９
徳

３
３０

明
應
六
年
〈
丁
／
巳
〉
三
月
廿
八
日

１４９７００３０２８０
播
磨
大
塩
庄
寺
田
村
内
検
帳

甲
７

８６
大
０１

４１２

１８０
○

徳
３

５８
（
年
未
詳
）
十
一
月
十
六
日

５５５５０１１０１６０
粟
屋
元
泰
書
状

甲
８

１４
大
０１

４１４

１８１
○

徳
３

５９
〔
永
正
十
八
年
〕
九
月
朔
日

１５２１００９００１０
粟
屋
元
泰
書
状

甲
８

１７
大
０１

４１５

１８２
○

徳
３

６０
（
年
未
詳
）
十
一
月
十
六
日

５５５５０１１０１６０
粟
屋
元
泰
書
状

甲
８

１４
大
０１

４１４

１８３
徳

３
６１
「
大
永
元
」
十
月
十
八
日

１５２１０１００１８０
宝
林
寺
寺
官
等
連
署
送
経
請
取
状

甲
８

２３
大
０１

４１８

１８４
徳

３
６３
〔
大
永
二
年
〕
四
月
十
三
日

１５２２００４０１３０
浦
上
村
宗
書
状

甲
８

２４
大
０１

４１９

１８５
○

徳
３

６５
〔
大
永
二
年
〕
九
月
廿
七
日

１５２２００９０２７０
中
村
勝
吉
書
状

甲
８

２９
大
０１

４２０

１８６
○

徳
３

６７
〔
大
永
二
年
〕
十
二
月
廿
二
日

１５２２０１２０２２０
志
賀
摩
吉
久
書
状

甲
８

３１
大
０１

４２１

１８７
○

徳
３

６９
〔
大
永
四
年
〕
拾
月
十
八
日

１５２４０１００１８０
中
村
勝
吉
書
状

甲
８

４７
大
０１

４２９

１８８
○

徳
３

７１
〔
大
永
三
年
〕
十
月
十
五
日

１５２３０１００１５０
粟
屋
元
隆
書
状

甲
８

３５
大
０１

４２３

１８９
○

徳
３

７２
（
年
末
詳
）
六
月
朔
日

５５５５００６００１０
粟
屋
元
隆
書
状

甲
８

３７
大
０１

４２４

１９０
○

徳
３

７４
（
年
末
詳
）
九
月
十
九
日

５５５５００９０１９０
粟
屋
元
隆
書
状

甲
８

３９
大
０１

４２５

１９１
○

徳
３

７６
〔
大
永
三
年
〕
十
月
十
六
日

１５２３０１００１６０
笑
鴎
軒
宗
運
書
状

甲
８

４１
大
０１

４２６

１９２
○

徳
３

７７
〔
大
永
四
年
〕
十
月
十
八
日

１５２４０１００１８０
笑
鴎
軒
宗
運
書
状

甲
８

４５
大
０１

４２８

１９３
○

徳
３

７８
（
年
末
詳
）
九
月
十
六
日

５５５５００９０１６０
笑
鴎
軒
宗
運
書
状

甲
８

４３
大
０１

４２７

１９４
徳

３
７９
〔
大
永
四
年
〕
十
一
月
廿
六
日

１５２４０１１０２６０
宗
登
書
状

甲
８

４９
大
０１

４３０

１９５
徳

３
８１
（
年
末
詳
）
五
月
十
日

５５５５００５０１００
宗
登
書
状

甲
８

５２
大
０１

４３１

１９６
徳

３
８３
「
享
禄
元
年
」
十
月
十
七
日

１５２８０１００１７０
塩
田
胤
光
折
紙

甲
８

５４
大
０１

４３３
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１９７
徳

３
８４
（
享
禄
元
年
）
拾
月
十
四
日

１５２８０１００１４０
加
地
為
利
書
状

甲
８

５３
大
０１

４３２

１９８
徳

３
８５
（
享
禄
元
年
）
十
月
十
七
日

１５２８０１００１７０
塩
田
胤
光
書
状

甲
８

５６
大
０１

４３４

１９９
徳

３
８６
（
年
未
詳
）
十
一
月
十
四
日

５５５５０１１０１４０
飯
尾
元
連
書
状

甲
７

８５
大
０１

４１１

２００
徳

３
８７
（
年
未
詳
）
十
月
三
日

５５５５０１０００３０
山
本
孫
六
折
紙

甲
８

６１
大
０１

４３６

２０１
○

徳
３

８８
〔
天
文
三
年
〕
九
月
十
七
日

１５３４００９０１７０
志
賀
摩
家
吉
書
状

甲
８

６３
大
０１

４３７

２０２
○

徳
３

８９
〔
天
文
三
年
〕
九
月
十
七
日

１５３４００９０１７０
中
村
勝
忠
書
状

甲
８

６５
大
０１

４３８

２０３
○

徳
３

９０
（
年
未
詳
）
九
月
十
九
日

５５５５００９０１９０
中
村
勝
忠
書
状

甲
８

６７
大
０１

４３９

２０４
徳

３
９２
（
年
未
詳
）
三
月
廿
九
日

５５５５００３０２９０
八
代
治
真
書
状

甲
８

７３
大
０１

４４２

２０５
徳

３
９３
（
年
未
詳
）
卯
月
十
二
日

５５５５００４０１２０
長
浜
職
秀
・
小
寺
職
隆
連
署
状

甲
８

７７
大
０１

４４４

２０６
徳

３
９５
（
年
未
詳
）
四
月
十
二
日

５５５５００４０１２０
小
寺
政
職
書
状

甲
８

７５
大
０１

４４３

２０７
徳

３
９７
（
年
未
詳
）
四
月
廿
一
日

５５５５００４０２１０
小
寺
政
職
書
状

甲
８

７９
大
０１

４４５

２０８
○

徳
３

９９
（
年
未
詳
）
五
月
十
日

５５５５００５０１００
中
村
宗
重
書
状

甲
８

６９
大
０１

４４０

２０９
○

徳
３

１０１
（
年
未
詳
）
五
月
十
日

５５５５００５０１００
笑
鴎
軒
宗
怡
書
状

甲
８

２１
大
０１

４１７

２１０
徳

３
１０２

（
年
未
詳
）
五
月
廿
六
日

５５５５００５０２６０
八
代
治
光
書
状

甲
８

７１
大
０１

４４１

２１１
徳

３
１０４

（
年
未
詳
）
五
月
日

５５５５００５０５５０
圓
山
景
綱
書
状

甲
７

８０
大
０１

４０９

２１２
徳

３
１０５

（
年
未
詳
）
八
月
廿
八
日

５５５５００８０２８０
島
村
弥
左
衛
門
書
状

甲
８

８１
大
０１

４４６

２１３
○

徳
３

１０６
（
年
未
詳
）
九
月
十
七
日

５５５５００９０１７０
志
賀
摩
家
吉
書
状
封
紙

甲
８

９３
大
０１

４５２

２１４
○

徳
３

１０６
（
年
未
詳
）
九
月
十
七
日

５５５５００９０１７０
志
賀
摩
家
吉
書
状

甲
８

３３
大
０１

４２２

２１５
徳

３
１０８

（
年
未
詳
）
十
月
十
六
日

５５５５０１００１６０
大
塩
秀
綱
・
同
範
治
連
署
状

甲
８

８３
大
０１

４４７

２１６
徳

３
１１０

（
年
未
詳
）
十
月
十
六
日

５５５５０１００１６０
大
塩
秀
綱
書
状

甲
８

８５
大
０１

４４８

２１７
徳

３
１１１

（
年
未
詳
）
十
月
廿
四
日

５５５５０１００２４０
加
地
尚
次
書
状

甲
８

５８
大
０１

４３５

２１８
○

徳
３

１１２
（
天
文
八
年
）
十
二
月
廿
五
日

１５３９０１２０２５０
武
田
信
豊
書
状

甲
８

８７
大
０１

４４９

２１９
○

徳
３

１１４
延
文
五
年
閏
四
月

日
１３６０００４５５５０

若
狭
名
田
庄
田
村
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